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午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和２

年第１０回美幌町議会定例会を開会しま

す。 

これから、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、５番木村利昭さん、６番伊

藤伸司さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 会期の

決定についてを議題とします。 

去る１２月１日に、議会運営委員会を開

きましたので、委員長から報告を求めま

す。 

１２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君）〔登壇〕 令和２

年第１０回美幌町議会定例会の開会に当た

り、去る１２月１日、議会運営委員会を開

催いたしましたので、その内容と結果につ

いて報告いたします。 

本定例会に付議された案件は、発議１

件、議案１３件、意見書案１件、報告事項

３件ほかであります。 

本日１２月８日、第１日目は、まず初め

に、町長から行政報告を受けます。 

その後、一般質問に入りますが、通告順

に木村利昭さん、戸澤義典さん、馬場博美

さん、藤原公一さんの４名を予定していま

す。 

第２日目、１２月９日は、前日に引き続

き一般質問を行い、伊藤伸司さん、松浦和

浩さん、坂田美栄子さん、私、上杉晃央、

岡本美代子さんの５名を予定しています。 

第３日目、１２月１０日は、前日に引き

続き一般質問を行い、稲垣淳一さん、大江

道男さんの２名を予定しています。 

その後、議案審議へと入り、発議第２号

美幌町議会委員会条例の一部を改正する条

例制定についてから議案第７９号令和２年

度美幌町病院事業会計補正予算（第４号）

についてまでの審議を行い、その後、意見

書案の審議、報告案件などを予定していま

す。 

次に、本定例会において意見書の提出を

求める陳情を１件受理していますので、そ

の取扱いについて報告いたします。 

美幌町農民同盟からのコロナ禍による地

域経済対策を求める意見書提出についての

陳情については、意見書案を作成し、本定

例会において審議することにいたします。 

以上のとおり審議を進めることとし、会

期を本日１２月８日から１２月１０日まで

の３日間とします。 

なお、審議の進行状況によっては、日程

を変更する場合もありますので、議員及び

行政職員各位におかれましては、御理解と

御協力をお願いいたします。 

議員各位は、さきに質問した議員との重

複質問を避け、簡潔な発言に努め、慎重な

る審議に皆さんの協力をお願いするととも

に、行政職員の皆さんには、真摯な答弁と

対応を申し上げて、議会運営委員会委員長

としての報告といたします。 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本定例会の会期を、本

日から１２月１０日までの３日間としたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は、本日から１２月１
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０日までの３日間と決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、印

刷したものを配付しておりますので、御了

承願います。 

なお、松本選挙管理委員会委員長、千葉

農業委員会会長、明日以降、髙木監査委

員、本日午後から明後日午前中まで欠席の

旨、それぞれ届出がありました。 

また、本定例会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可しておりますので、併せて御

承知おき願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 行政報

告について。 

町長から行政報告があります。 

町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 本日、こ

こに令和２年第１０回美幌町議会定例会が

開催されるに当たり、御出席を賜りました

議員各位に対しまして、心から感謝いたし

ますとともに、行政報告と提出案件の概要

について御説明申し上げます。 

行政報告といたしましては、第１に御寄

贈についてであります。 

去る１０月２０日、東京都新宿区にお住

まいの田畠慎哉様より、自ら院長を務めて

いた町内新町２丁目の田畠医院が本年９月

末をもって閉院したことから、長年お世話

になった町のために役立てていただきたい

と、その跡地であります町内新町２丁目３

番１ほか４筆、１,２１５.２１平方メート

ル、固定資産税評価額１,３８１万８６０円

について、また、旧病院建物及び隣接する

住宅・車庫、固定資産税評価額４,１９８万

７,９５２円、並びに、カーポート等の附属

施設について御寄贈をいただいたところで

あります。 

御厚志をありがたくお受けし、御趣旨に

沿って活用してまいります。 

第２に、農作物の生育状況についてであ

ります。 

本年の春先の天候は、冬期の土壌凍結が

深く、春耕期の遅れが懸念されましたが、

播種作業は平年並みに進みました。 

６月中旬から下旬には、寡照となりまし

たが、７月は晴れた日が多くなり、８月は

高温と極端な少雨で生育への影響が見られ

た作物もありました。 

９月下旬には、低気圧の影響で雨が多く

降った日もあり、水不足が心配された作物

は回復に向かいました。 

こうした状況から、各作物の予想される

収量及び品質につきましては、水稲は、順

調に生育し、千粒重、稔実歩合、収量、い

ずれも平年並みとなりました。 

秋まき小麦は、低温、日照不足など天候

の影響を受けることなく、穂数、一穂粒

数、千粒重、収量、品質は平年並みとなり

ました。 

春まき小麦は、８月の収穫期に降雨がな

く、収穫作業は順調に進みました。穂数、

一穂粒数、千粒重、収量、品質は平年並み

となりました。 

てん菜は、８月の少雨のため一時生育の

停滞が心配されましたが、収量は平年を上

回り、糖分はやや低くなりました。 
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バレイショは、８月の高温により一部圃

場に茎葉の黄化、枯れ上がりが見られまし

たが、規格内収量、でん粉価は平年並みと

なりました。 

タマネギは、８月の高温と少雨による影

響が心配されましたが、玉サイズは平年を

上回り、規格内率、規格内収量、品質、全

ての面において平年を上回りました。 

大豆は、平年と比べ粒は小さく、百粒重

も下回りました。平米当たりのさや数は平

年より少なく、収量も下回りましたが、品

質は平年並みとなりました。 

小豆は、平年と比べ粒は小さく、百粒

重、収量は平年を下回り、品質も平年をや

や下回りました。 

菜豆は、百粒重、一さや内粒数、収量は

平年並みとなりましたが、品質は平年をや

や下回りました。 

牧草は、１番草、２番草とも収量は平年

を下回りました。 

サイレージ用トウモロコシは、収量、品

質とも平年並みとなりました。 

なお、５月から１０月における降水量、

気温、日照時間は参考資料のとおりであり

ます。 

次に、御提案いたします議案等について

御説明を申し上げます。 

工事請負契約の締結についての議決の一

部変更について。 

議案第６７号は、令和元年８月１３日議

決の美幌町役場庁舎建設電気設備工事に係

る工事請負契約の締結について、設計変更

に伴う契約額の変更について議決をいただ

きたいのであります。 

条例の改正について。 

議案第６８号美幌町債権管理条例の一部

を改正する条例制定については、地方税法

等の一部改正に伴い、延滞金に係る用語で

ある特例基準割合が延滞金特例基準割合に

改められたことから、所要の改正を行おう

とするものであります。 

議案第６９号美幌町税条例の一部を改正

する条例制定については、地方税法等の一

部改正に伴い、国民健康保険税における軽

減判定所得の算定基準となる基礎控除額の

見直しなど、所要の改正を行おうとするも

のであります。 

議案第７０号美幌町子ども発達支援セン

ター条例の一部を改正する条例制定につい

ては、発達支援センターと幼児ことばの教

室が一体となり、幼児期における発達の相

談等を行うため、美幌小学校内で実施して

いる幼児ことばの教室が、子ども発達支援

センター建物内へ移転することに伴い、位

置の改正を行おうとするものであります。 

議案第７１号美幌町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定につい

ては、議案第６８号と同様に、地方税法等

の一部改正に伴い、延滞金に係る用語であ

る特例基準割合が延滞金特例基準割合に改

められたことから、所要の改正を行おうと

するものであります。 

令和２年度各会計補正予算について。 

一般会計の主な内容としては、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を活用した事業として、女満別空港整備・

利用促進協議会負担金、２７２万円の増額

を初め、役場庁舎建設工事の設計変更、事

務事業の確定に伴う整理、地方債の変更な

どを行おうとするものであります。 

特別会計、企業会計の主な内容として

は、国民健康保険特別会計につきまして

は、高額療養費負担金の増額を、後期高齢

者医療特別会計につきましては、広域連合

市町村保険料等負担金の増額を、介護保険

特別会計につきましては、施設介護サービ

ス給付費負担金の増額を、公共下水道特別

会計につきましては、終末処理場非常用発

電設備更新工事の減額を、個別排水処理特

別会計につきましては、償還金利子及び割

引料の減額を、水道事業会計につきまして

は、企業債償還利息の減額を、病院事業会

計につきましては、施設器具等修繕の増額

をそれぞれ行おうとするものであります。 
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なお、細部につきましては、後ほどそれ

ぞれ御説明を申し上げますので、御審議の

上、原案に御協賛を賜りますようお願い申

し上げまして、行政報告と提出案件の概要

説明といたします。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） これで、行政報告

を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 一般質

問を行います。 

通告順により、発言を許します。 

５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君）〔登壇〕 それで

は、さきに通告のとおり、大きく三つにつ

いて私から一般質問をさせていただきま

す。 

まず、一つ目であります。 

家庭ごみの処分対策について。 

（１）家庭内コンポストの推奨について

であります。 

先日、第Ⅲ期埋立処分場の残余容量が示

されました。人口は減少しているにもかか

わらず、ごみの搬入量はなかなか減少して

いないのが現状であります。 

そこで、家庭ごみの量を効率よく減らす

方法として、家庭内コンポスト、生ごみ乾

燥機を含めての推奨を提案します。 

生ごみの処分については、週１度の回収

による夏場の異臭等、特にアパートなどの

集合住宅では処分に悩んでいる家庭も少な

くありません。段ボールコンポストや生ご

み乾燥機は臭いも少なく、家庭内の生ごみ

処分問題の解消につながると考えます。 

段ボールコンポストは、少し手間が必要

ではありますが、その有効性を町民に伝

え、導入の推奨を行うことや、生ごみ乾燥

機の導入に向けた補助金制度などによる推

奨を行ってみてはいかがかと考えます。町

長の考えをお聞かせください。 

（２）資源ごみの集積所設置についてで

あります。 

現在、美幌町の資源ごみの回収は、各地

区月に１度となっております。しかし、ペ

ットボトルや空き瓶、空き缶などのごみは

かさばり、回収日まで家庭で保管しておく

ことが大変という声を多く耳にします。公

営住宅に住まれている方の中には、寝室ま

でごみにスペースを取られているそうであ

ります。 

回収日を増やすことが現実的に難しいと

いうことは理解しておりますが、自主的な

持込みとなると、高齢者であれば移動手段

の問題、働き手世代であれば時間の問題な

どがあり、郊外の廃棄物処分場まで持込み

を行うことも難しいのが現状です。 

そこで、高齢者や時間がない人でも簡単

に資源ごみを持込みできるようにするた

め、町なかに資源ごみの持込みができる集

積所を設置できれば、その問題解決の糸口

になるのではないかと考えます。町長の考

えをお聞かせください。 

続きまして、二つ目、子育て支援につい

てであります。 

子供一時預かりの条件緩和について。 

美幌町の子育て支援は、子育て支援セン

ターや発達支援センター、幼稚園、保育園

等、他自治体と比較してもかなり充実して

おり、これは美幌町の魅力の一つであると

言えます。 

その上で、今後さらに住民が豊かに生活

していくこと、そして、今後の子育て人口

の移住定住促進を念頭に入れると、町とし

て子育てママの息抜きをサポートしてあげ

ることができれば、子育てママの心に少し

余裕が生まれ、子育ての負担軽減をするこ

とができ、より一層美幌町の魅力が高まる

のではないかと考えます。 

核家族の増加、祖父母が現役で働いてい

るといった理由から、親が子育ての息抜き

を行うことが一昔前に比べ難しくなってき

ております。 

預かりを行う民間のボランティアサーク
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ルもありますが、預かる側の会員が少な

く、２０１９年より実質活動休止となって

いるのが現状とのことです。 

心を豊かにして子育てを行うことができ

る町を目指すためにも、リフレッシュのた

めの一時預かりの条件緩和を検討すべきと

考えますが、町長の考えをお聞かせくださ

い。 

続きまして、三つ目にまいります。 

美幌航空公園の再活用について。 

美幌航空公園を活用したコミュニティー

スペース設置についてであります。 

一昔前には、美幌町のカントリーサイン

のデザインにもなり、アマチュアによるグ

ライダーの滑空などが行われ、美幌町を象

徴する一つとなっていたスカイスポーツで

すが、現在はその舞台とされた美幌航空公

園も、具体的な活用がされず大変もったい

なく思っております。 

しかし、あれだけの広大な敷地に、整備

された芝生、アスファルトの滑走路を持つ

施設は、今後の美幌町の観光、あるいはコ

ミュニティースペースとしてまだまだ生か

すことができる価値あるものだと感じま

す。 

休日には、犬を解放して楽しむ家族、ラ

ジコン飛行機やドローンを飛ばして遊ぶ

人々もよく見かけます。 

今はもうグライダーが飛ぶことのなくな

った公園を航空公園として置いておくので

はなく、ラジコン広場やドッグランを正式

な用途として整え、それを周知することで

より多くの町民や町外からの利用者が見込

めると考えます。 

特に、ラジコン飛行機を飛ばすことがで

きる場所は少なく、町内にドッグランがな

いことを考えると、それを美幌町で周知で

きれば、新たに美幌町を訪れるきっかけに

もつながると考えます。 

いずれにしても、あれだけの公園を現状

のまま活用せず置いておくことは大変もっ

たいないことと思いますが、再活用につい

ての計画などあれば、その考えをお聞かせ

ください。 

以上、大きく三つの質問です。御答弁お

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 木村議員

の御質問に答弁いたします。 

１点目の家庭ごみの処分対策についてで

すが、美幌町では、平成３年度から生ごみ

の減量化を図るため、コンポスト購入補助

を実施しておりましたが、冬期間は堆肥化

が難しい、悪臭や害虫の発生などの理由か

ら申込件数が減少したことにより、平成８

年度に補助事業を終了しております。 

その後、平成１７年度からは電気式生ご

み処理機購入補助事業を実施し、初年度に

は１００台の予算に対して１９９台の助

成、平成１８年度は５０台の予算に対して

２６台の助成、平成１９年度は２５台の予

算に対して９台の助成を行いましたが、平

成１９年度をもって事業を中止しておりま

す。 

申込件数が減少した理由として、電気

代、副資材購入による維持経費の増、堆肥

化ができるものとできないものとの分別の

手間や設置場所の問題などと考えておりま

す。 

しかしながら、排出される家庭ごみの量

はなかなか減らない状況となっており、特

に生ごみは家庭系ごみの中でも５割程度を

占めていることから、町としても、今回御

提案されたことも踏まえ、家庭での生ごみ

を含めたごみの減量化に努めてまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

次に、２点目の資源ごみの集積所設置に

ついてですが、美幌町の資源ごみの回収は

各地区月１回となっておりますが、現在、

資源ごみも含めて戸別収集することによっ

て、そのごみの排出に責任を持ち、ルール

に沿って分別をしていただいていると考え

ております。 
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御質問の資源ごみの持込みができる集積

所を設置することについてですが、御提案

されたことを踏まえて、公営住宅や資源ご

みの置き場に困っている方の実態を把握

し、対応について検討してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

次に、子育て支援について。 

子供一時預かりの条件緩和についてです

が、本町の一時預かり事業につきまして

は、平成１０年４月から取り組んでおり、

満６か月以上から就学前の児童を対象に、

利用限度日数を設けながら実施しておりま

すが、本年４月１日より、月内の利用限度

日数を１２日以内から２２日以内へ、年度

内の利用限度日数を３６日以内から６６日

以内へ拡大し、また、保護者の育児に伴う

心理的または肉体的負担等の私的理由によ

る保育事業の追加及び利用料区分の細分化

等を行い、町民ニーズに応えるよう努めて

いるところであります。 

御質問のリフレッシュのための一時預か

りの条件緩和の検討についてであります

が、第２期美幌町子ども・子育て支援事業

計画策定の際に行ったアンケート結果にお

いて、どんな理由でも預かってくれるとこ

ろがあればよい、親のリフレッシュできる

時間が欲しい等の意見があることから、リ

フレッシュのための一時預かりのニーズが

あることは認識しており、さきに述べまし

た、私的理由による保育事業の追加の際、

リフレッシュのための一時預かりについて

検討した経緯があります。 

しかしながら、リフレッシュのための一

時預かりを実施するためには、保育士の確

保や利用者の増加に伴う保育室の確保など

の課題があります。 

このため、リフレッシュのための一時預

かりにつきましては、現状においての実施

は難しいと考えているところであります

が、今後におきましても、保育士の確保に

努めるとともに、他自治体の取組事例を研

究し、リフレッシュのための一時預かりの

実施について検討してまいりますので、御

理解を賜りますようお願いいたします。 

次に、美幌航空公園の再活用について。 

美幌航空公園についてでありますが、平

成７年から平成１０年に施設整備を行い、

網走川河畔公園の一部として、平成１０年

３月に河川敷地占用許可を受けて供用を開

始しております。 

その後、スカイスポーツ振興事業の推進

により、全国的なイベントや地域の大会な

ど、様々な利用が図られましたが、現在は

一部利用にとどまっているのが現状です。 

今年の団体等に係る利用状況ですが、主

な利用期間は４月から１１月で、ラジコン

等の利用が１６２日、野鼠駆除のためのヘ

リポート利用が３０日、ミュージックビデ

オの撮影が２日となっております。 

御質問の再活用計画についてであります

が、特に、住民利用や観光振興等を目的と

した計画は持っておりませんが、ラジコン

については、現状においても利用団体の実

績がありますので、今後も同様の利用が図

られるものと考えております。 

しかし、ドッグランにつきましては、伝

染病予防注射や１年以内のワクチン接種の

有無の確認のほか、受付や施設点検など常

駐する職員の人件費と施設整備に費用を要

すること、国の河川敷地占用における占用

規則に占用区域内を常に良好な状態に保持

しなければならないと示されていることな

どから、総合的に考えて難しいと判断して

おります。 

今後の公園敷地の利用に当たっては、河

川本来の機能を損なうことのないよう、治

水・利水及び環境に配慮した維持管理をし

っかりと行い、地域のイベントや防災訓練

など、地域の皆様に有効利用していただけ

るよう周知を図ってまいりますので、御理

解をいただきますようよろしくお願いいた

します。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく
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お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） それでは、私から

再質問をさせていただきます。 

一つ目の家庭ごみの処分対策について再

質問いたします。 

まずお伺いします。美幌町として、段ボ

ールコンポストの利活用について検討した

ことはありますか。もしありましたら、ど

のような経緯だったのか教えてください。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、現在まで段ボールコ

ンポストの活用につきまして、検討した経

過はございません。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 段ボールコンポス

トの利用は、最近、結構話題になってい

て、インターネットで通販サイトを見る

と、段ボールコンポストが簡単にできるキ

ットが低価格で販売されているのが見受け

られます。 

ベランダやバルコニーがないお宅で段ボ

ールコンポストをやるとなると、真夏は少

し臭いが出たり、手間がかかることもある

と思うのですけれども、逆を言えば、ベラ

ンダやバルコニーがあるお宅は、段ボール

コンポストの手間さえ抵抗に感じなけれ

ば、生ごみの処分としてかなり有効かと感

じております。 

また、美幌町でも過去に生ごみ処理機購

入補助事業等もやっていたということで承

知しておりますが、当時の生ごみ処理機か

ら見ると、かなり値段も下がっております

し、性能も格段に上がっている。しかも、

コンパクトで御夫婦２人で生活しているお

宅でしたら、台所の隅に置いて使うことも

できると思います。 

そういった意味では、段ボールコンポス

トも、生ごみ処理機も適、不適は使う側に

選んでいただく形になるかと思いますが、

集合住宅とかキッチンが狭いお宅とかでも

有効かと考えておりますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、まず段ボールコンポ

ストにつきまして、いろいろな自治体等で

もホームページで周知が図られていると承

知しております。 

少ない費用で生ごみの減量化が図れると

いうことでメリットがあると考えておりま

すが、木村議員がおっしゃったとおり、毎

日の維持管理の手間が非常にかかること、

それから、暖かくなってくるとコバエと

か、ダニ等の発生、臭いの問題もあるとお

聞きしておりますので、現状においては、

これを推奨するのはなかなか難しいと考え

ておりますが、周知という部分では、一般

家庭で段ボールを買わなくてもできるとい

うこともありますので、そういったことを

含めて周知等については検討したいと思っ

ております。 

また、生ごみ処理機につきまして、過去

に美幌町でも助成をしていましたが、だん

だん少なくなって最終的には廃止したとい

う経過があります。理由といたしまして

は、購入に係る本人負担もありますし、維

持費、電気代も月１,０００円程度かかると

いうこともお聞きしております。 

また、副資材等の経費、それからメンテ

ナンスの問題もあるとお聞きしております

ので、この辺も総合的に考えながら今後と

も検討はしてまいりたいと考えておりま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） いずれにしまして

も、御答弁にもありましたとおり、美幌町

の家庭系ごみの約５割を生ごみが占めてい
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るという問題は、どうにか解消して少しで

もごみを減らしていく、そして、ごみから

出る臭いとか、カラスの対策等もあるかと

思いますが、そういったところを早急に解

決していかなければならないと思っていま

す。 

そういった意味で、町民の自分たちはご

みを出しているという意識、そういったと

ころも少しずつ改善していく必要があると

思います。 

生ごみの臭いだとか、コバエというの

は、確かに問題だと思うのですが、実際に

段ボールコンポストを使っている人の話を

聞くと、手間がだんだん愛着というか、自

分でごみを育てて、しっかり処分をしてい

るという意識に変わってくるといった意識

づけは大きなものかと思いますので、段ボ

ールコンポストに関しては、費用の助成と

いうよりは、町として、例えば民間の関係

団体に協力をして、実際に段ボールコンポ

ストで生ごみ処分をやってみたらこんな結

果でしたと、もしよかったら一緒にやって

みませんかと、そういった周知等もできれ

ばいいと思いますが、そのあたりはいかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 生ごみを減らすと

いうことで、答弁でも言いましたけれど

も、家庭ごみの中で生ごみを減らしたいと

いうのは、私ども、それから町民の皆さん

も同じではないかと思っています。 

今までもいろんな試みをやってきて、木

村議員がおっしゃったように改善されてい

るもの、それから、電気式でもいろんな方

式が出てきて、従来の乾燥式であれば値段

が安くなって、微生物などで臭いが抑えら

れていて、その辺の考え方もいろいろと出

てくるのかと思っています。 

先ほどお話しいただいた、町民の皆様方

と生ごみを減らすという意識の改革も含め

て、実際に皆さんとどういうことに取り組

んでいけるかを、自治会の皆さんと早急に

協議をしなければならないと私は思ってい

ます。 

そういった中で、皆さんと生ごみを減ら

すという思いを確認し合って、それでは行

政としてどういう支援がいいのか、場合に

よってはそこまで要らないと言われるかも

しれません。 

ただ、これについては応援してほしいと

いうことが出てくると思いますので、家庭

ごみの生ごみの減量については、皆さんと

懇談等を行った中で減らす努力をしていき

たいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今町長から御答弁

いただきましたが、生ごみが出ることが問

題ではないのです。 

今回、コロナの影響で外食もできなくて

家にいるとなると、家庭での生ごみが出て

しまう。これはしようがないことだと思い

ますし、生ごみをなくすことは無理だと思

うのです。 

では、どういうふうに少しでも臭いを抑

えて、保管する側も家の中に置いて臭いが

出るのはできれば避けたいわけです。そう

いったところで、自分たちの嫌だというと

ころと、改善に向かう意識改革、これを二

つとも高めていければすごくいいことかと

思います。 

そのために意識づけが１番大事かと思い

ます。行政だけで取り組むことではないと

私も思いますので、行政と民間が一体にな

って、町民が一体になって一緒に推進して

いけたらと思いますので、ぜひそういった

ところに向けてリードしていただきたいと

思います。 

続いて、資源ごみについて再質問させて

いただきますが、実際、資源ごみの回収日

を増やしてほしいという声が多いのが現状

です。お耳に入っているかと思うのです

が、改めてお伺いします。回収日を増やす

のは難しいでしょうか。 



 

－ 11 － 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、回数を増やすという

ことはそれだけ経費がかかってしまいます

ので、現状としましては今の状況で行いた

いと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 実情はわかりまし

た。 

ただ、私も町民の方からいろんなお話を

聞いて、最初の質問の中でも話しました

が、ごみの置き場所がなくて、寝室にまで

ごみを置いているという声を多く聞きま

す。それを聞いたとき本当に切なくなりま

した。 

本当に何とかしてあげたいと私は思った

のですが、ごみの回収日を増やすのは難し

いというのも承知しております。 

コストの部分を踏まえると、現状で登栄

の処分場に自分たちで持って行けるかとい

うと、日曜日は休みで、平日は仕事がある

中で持って行けるかというとなかなか難し

い。交通の足がない、車をお持ちではない

方が自分たちで持って行けるかというと、

なかなかそれも難しいということを考える

と、皆さんが気軽に行けるところに集積所

を設置してはどうかというふうに思いまし

た。 

理由としては、今もやっているかは分か

らないのですが、一時期大型スーパーで新

聞紙等の古紙だけ持込みができるというご

みステーションを設置していました。 

それを有効に活用されている方もいらっ

しゃったので、そのような形で紙だけでは

なくて、かさばるのは空き缶とか、ペット

ボトル、びんになると思いますので、そう

いったものを持ち込める集積所、これは設

けるべきではないかと思ったのですけれど

も、改めていかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、現在、町内の一部の

大型スーパー等におきまして、アルミ缶で

すとか、食品トレイ、牛乳パック、新聞

紙、雑誌等を回収していただいていること

も認識してございますので、買い物の際に

そういったところを利用していただくのも

一つの方法かと考えております。 

また、町内のどこかに資源ごみを持ち込

める場所というお話だったかと思います

が、例えば、自治会に協力をいただいた中

で、集会所などで預かってもらうというこ

とも一つの方法かと考えておりますので、

今後、いろいろな声を聞きながら検討して

まいりたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 家庭ごみの処分に

ついては以上にさせていただきます。 

続きまして、二つ目です。 

子供一時預かりの条件緩和について再質

問をさせていただきます。 

町長からの御答弁にもありましたが、リ

フレッシュのための一時預かりを検討され

た経緯もあるということで、その中でネッ

クになったのが保育士の確保、そして、そ

の保育室の確保ということで、大きく二つ

ネックになる部分ということで御回答いた

だきましたが、その二つのみという形で考

えてよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、現在、子育て支援セ

ンターは常勤職員が２名、そのうち１名が

正職員、１名は会計年度任用職員、そのほ

か代替保育士ということで４名を確保して

事業を行っております。 

現在の事業でいきますと、現状でもいっ

ぱいという状態でございますので、代替保

育士を確保できれば、一時預かりの拡大に

ついての検討はできると考えております。 



 

－ 12 － 

もう一つは保育室の問題があります。 

今現在は、１名に対して１名の保育士と

いう対応で実施しております。部屋も限ら

れておりますので、例えば、集団で何名か

に対して何名かの保育士と、そんな方法で

も対応はできるのかなということも考えて

おりますので、今後ともその辺を他町村の

事例等も含めて研究してまいりたいと考え

ております。 

すみません。 

一部訂正いたします。 

常勤職員は２名と話しましたが、３名

で、本年から１名増員になりまして、会計

年度任用職員が２名となっておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、保育士が何名

いるかということでお話をいただきました

が、基本的に満３歳以上になると幼稚園・

保育園に入園することが可能になるという

ことで、特に一時預かりの声が多いのは、

幼稚園・保育園に上がるまでのお子さんを

抱える保護者の方からの声が多いと思うの

ですが、一時預かりの条件の拡大を検討さ

れたときに、そのあたりの年齢の幅は何歳

までのお子さんを預かる、そして、どれぐ

らいの期間を預かるとか、具体的に検討さ

れた経緯等があれば、どういう経緯だった

のか教えていただけますか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、もともと満１歳以上

という縛りをつけていたわけですが、やは

りゼロ歳から幼稚園に上がる前、ゼロ歳か

ら２歳児までの要望が多かったわけです

が、６か月未満となりますと、首が座って

いないなど現場の声もありまして、４月１

日から満１歳以上を満６か月以上というこ

とで、範囲を広げた経過がございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 保育室は、コミュ

ニティセンター、児童センターの部分を使

っていると思うのですが、施設の全部を使

っているわけではないと思うのですけれ

ど、それでも手いっぱいという形なのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 児童支援主幹。 

○児童支援主幹（小室秀隆君） ただいま

の御質問でございますが、部屋が足りない

というのは、１対１でやっていますので、

子供１名につき保育士１名と、部屋を占用

していますので、どうしても部屋に限りが

あるという関係で確保が難しい状況にござ

います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） その上で、先ほど

民生部長からお話があったとおり、１対１

ではなく、部屋で複数見られるようにする

ことも検討できるということで、間違いあ

りませんね。 

そうしますと、やはり保育士不足がネッ

クになると思うのですけれども、例えば、

子育て支援を強化するために一時預かりの

条件緩和、それを実施するための保育士を

募集しますということで、美幌町の子育て

支援を充実したいので協力してもらえます

かという形で、移住者の募集と抱き合わせ

で募ってはいかがかと思うのです。 

都会はこちらと違いますから、待機児童

がたくさんいて、都会で保育士をやってい

てかなり疲れて、資格は持っているけれど

も、今は保育士をやりたくないと言ってい

る方も結構多いと聞くことがあります。 

なので、そういった現場経験のある方に

声をかけて、美幌町に来てもらってお手伝

いいただくということができないのかと思

うのですが、そのあたりいかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 
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○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問ですが、今までは町内に限定して募集

をして、なかなか集まってこないというの

が現状でございます。 

木村議員から御提案があったことを含め

まして、今後検討してまいりたいと考えて

おります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） それでは最後、三

つ目、美幌航空公園の再活用について再質

問をさせていただきます。 

今回の質問は、一例としてラジコン広場

とかドッグランを提案して、その上で航空

公園の再活用を考えるべきではないかとい

う、これが私の質問の本質でした。 

今回の御答弁を伺うと、航空公園の再活

用は考えていないと私は聞こえたのですけ

れども、そのような形で受け取ってよろし

いでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 今現在、

航空公園につきましては、ラジコンなどに

使われておりますけれども、今後、観光、

その他の利用の計画については、今は持ち

合わせていないということで御答弁いたし

ました。 

以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 現状は再活用につ

いての計画を持ち合わせていないというこ

とで受け取ってよろしいですね。 

これから住民にもっと利用していただけ

るように考えていくことは可能と受け取っ

てよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） これだけ

広大な敷地を持っておりますので、大きな

イベントだとか、訓練だとか、そのような

ことができる唯一の場所かと思っておりま

す。 

しかし、それに制約を受けるのが河川敷

地という条件がありますので、その辺につ

きましても河川管理者と協議をした中で、

いろいろな声を聞きながら利用についての

検討を図ってまいりたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今部長から御答弁

いただいた中で、河川敷地占用許可の部

分、管理者の関係、そういったお話も出ま

したが、最初の答弁でそういったところが

あるから難しいという形で答弁いただいた

と思うのですけれども、河畔公園の一部と

いうことでいきますとパークゴルフ場も同

じではないかと私は思います。 

パークゴルフ場の整備は、もちろん治

水・利水に影響がないように移動できる、

万が一増水したときに休憩室を上に上げる

という対応をして整備することはできてい

るわけです。 

その中で、パークゴルフ場整備は可能な

のに航空公園の活用はどうして難しいのか

なと私は思ったのですけれども、ドッグラ

ンに関しては、そこに管理人を置かなけれ

ばならない。それが実際に難しい。だから

今は難しいということは理解します。 

ただ、現状でラジコンを楽しんでいる方

が、日数にして年間半年ほど使われてい

て、すごくよいことだと思いますし、この

人たちが楽しんでいる部分を損なう形にし

てはいけないと思うのですけれども、実際

に航空公園はこういうふうに活用できると

いうことを知らない人たちが結構いるので

はないかと思うのです。 

あれだけ芝生がきれいに整備されてい

て、かつアスファルトの部分もあって、駐

車スペースもあって、そして公園もあっ

て、公園にトイレもある。中心市街地では

ないですけれども、これだけ整っている場

所は美幌町の財産であると私は思っていま
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すので、常時何かをやっているところでは

なくても、こういったところでイベントが

できるとか、もっと利用を促すことが必要

かと思うのですけれども、いかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 元の航空公園の利

用については、今おっしゃったように大き

な面積もありますし、非常に有効な場所だ

とは認識をしております。 

ですが、今回、答弁させていただいたよ

うに、新たな計画というか、あそこを何か

にというのは今のところ持っていないとい

うのは事実であります。 

可能であれば、今の状態で使っていただ

く方法を考えるというか、はっきり言え

ば、財政的な面からあのまま置いていても

ったいないという話はしました。 

ただ、今何かを計画して、あそこに何か

を整備することは難しいと御理解いただけ

ればと思っています。 

パークゴルフ場については、皆さんの要

望によりここで整備してほしいということ

で整備しました。 

奥の航空公園として使っていたところに

ついては、滑走路があり、利用に対する町

のＰＲという部分で不足しているというこ

とは感じるところではあるのですけれど

も、新たな計画をつくって、そこに投資を

していくという考えについては、残念なが

ら何を優先するかという部分からいきます

と、優先順位は低いと思っておりますの

で、今はラジコンとか、草刈りはきちんと

しておりますので、広場としていろんなこ

とに使われる方については、伸び伸びと使

っていただいているので、町民の皆さんが

いろんな利用を考えていただいて、私ども

としては、こういう広場というか、河川敷

があるので使ってくださいということは、

今まで不十分なところはきちんとしていき

たいと思っております。 

○議長（大原 昇君） これで、５番木村

利昭さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１１時１５分といたします。 

午前１１時０２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君）〔登壇〕 それで

は、２項目、３点につきまして質問させて

いただきます。 

まず１項目めとしまして、行財政改革に

ついて。 

１点目、デジタル化の推進についてであ

ります。 

９月１７日、菅内閣が発足し、行政のデ

ジタル改革を総合的に推進するため、企画

立案及び行政各部の所管する事務の調整を

担当する大臣として、平井卓也デジタル改

革担当大臣が就任いたしました。 

９月２０日テレビ出演した平井大臣は、

菅総理が言うあしき前例の具体的なものと

して、書面・押印・対面を挙げていまし

た。 

もともとデジタル化政策の始まりは、平

成１２年に制定された高度情報通信ネット

ワーク社会形成基本法、いわゆるＩＴ基本

法で、この法律に基づき設置された高度情

報通信ネットワーク社会推進戦略本部、い

わゆるＩＴ戦略本部によって宣言されたｅ

－Ｊａｐａｎ戦略です。 

特に、市町村に関わる法律としては、平

成２８年に制定された官民データ活用推進

基本法以降の行政手続等における情報通信

の技術の利用に関する法律、行政手続オン

ライン化法であり、現在は情報通信技術を

活用した行政の推進等に関する法律、いわ

ゆるデジタル手続法に改名・改正されてい

ます。 

いずれにしましても、今後は、地方自治
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体の行政サービスのデジタル化は目まぐる

しい速度で推進していくことと思われま

す。 

そのような状況の中、美幌町行政のデジ

タル化の現状と今後のデジタル化に向けて

の取組についてお聞かせください。 

続いて、行財政改革の２点目でありま

す。 

デジタル基金の設立について。 

美幌町の平成３１年度決算を見ますと、

電算機器借上台数４６０台で、その機器借

上料金は約３,３７０万円です。過去５年ベ

ースで見ると、毎年３,０００万円以上の経

費をかけていると思います。そのほかにシ

ステムやプログラムの保守に２,０００万円

以上の経費がかかっています。 

今年度は、ＧＩＧＡスクール構想に基づ

きオンライン授業の実現を図るべく、美幌

町内各小中学校の情報通信ネットワーク環

境整備と情報機器端末の整備で約１億９,３

００万円の経費を投じました。 

その中で、タブレット端末や校務用コン

ピューターは数年後には更新時期を迎え、

また多額な費用が必要になると思います。 

以上のようなことから、ＩＣＴには多額

の維持経費が必要です。また、機器更新時

には億単位の経費がかかることも想定され

ます。機器更新時に単年度で経費を計上す

るよりも、基金を設立し、毎年ある程度積

み立てていくほうが計画的な財政運営がで

きると思いますが、考えをお聞かせくださ

い。 

続いて、大きな項目の２点目です。 

組織改革について。 

町民の苦情・相談窓口についてでありま

す。 

美幌町の組織機構が業務量の平準化と機

動的な組織構築を目的とし、令和３年度か

らの見直しに向け準備が進められていると

思います。 

今回の見直しは、役場内部的には改善と

なると思いますが、町民には余りメリット

は感じられません。 

例えば、家の前の道路から水が漏れてい

るようだ、家の前に不法投棄があった、家

の前の道路標識が折れている、隣の空き家

から雪が落ちて窓ガラスが割れた、家の向

かいの林の木が折れて道路を塞いでいるな

ど、電話をすれば担当部署に取り次いでく

れると思いますが、来庁したときはどこへ

行けばよいのか。 

このような町民の苦情や相談にワンスト

ップで対応する窓口が必要ではないかと思

いますが、町長の考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 戸澤議員

の御質問に答弁いたします。 

初めに、行財政改革について。 

デジタル化の推進についてですが、本町

における行政のデジタル化の現状でありま

すが、道と市町村が負担し、運営を行う北

海道電子自治体共同運営協議会による北海

道電子申請サービスにおいて、住民票交付

申請や児童扶養手当住所等変更申請、介護

保険受給資格証明書交付申請など、１０項

目の電子申請が現在可能となっているとこ

ろであります。 

しかしながら、本町における北海道電子

申請サービスでの電子申請件数は、令和２

年１１月末現在でゼロ件となっており、そ

の背景には、申請時に必要なオンライン上

の本人証明となる公的個人認証の認証方法

や、本人証明取得のための手続が複雑であ

ること、電子申請に対するニーズが低いこ

とが原因であると推測しております。 

今後におきましては、各種申請、届出に

係るオンライン化の推進や添付書類等の省

略、業務のデジタル化による処理時間の短

縮など、利用者ファーストを原則とした国

が進めるデジタル改革の動向を踏まえ、行

政サービスのさらなる向上に取り組んでま

いります。 

また、現在、高度無線環境整備推進事業
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により光ファイバー網の整備を進めており

ますが、整備後は町内全域で大容量かつ高

速でのデータ通信が可能となります。 

光ファイバー網の整備を契機として、質

の高い暮らしを実現できるよう、本町にお

ける新しい社会生活の在り方を研究してま

いりたいと考えておりますので、御理解を

お願いいたします。 

次に、デジタル基金の設立についてです

が、役場庁舎等で使用している電算機器の

借上料やシステム等の保守委託料を初め、

現在、整備を進めておりますＧＩＧＡスク

ール構想における情報機器端末の維持管理

経費及び端末更新費用など、ＩＣＴ環境を

維持するには多額の経費が必要となりま

す。 

今後とも持続可能な財政運営を維持して

いくため、必要に応じて既存の公共施設整

備基金や学校施設整備基金への計画的な積

立てを行うとともに、状況に応じて財政調

整基金等を有効に活用しながら取り組んで

まいります。 

また、ＧＩＧＡスクール構想に係る１人

１台タブレット端末等の更新費用につきま

しては、これまで同様に国の財政支援が不

可欠であるため、引き続き、北海道町村会

を初め、あらゆる機会を捉えて国及び北海

道等に財政支援を要望してまいりますの

で、御理解をお願いいたします。 

次に、組織改革について。 

町民の苦情・相談窓口についてでありま

すが、行政組織の見直しにつきましては、

住民サービスの向上を図るという視点を最

も重要なことと捉え進めております。 

今回の見直しでは、町民側の視点に立

ち、より一層きめ細やかな行政サービスが

提供できる体制づくりのため、業務の平準

化や機動的な組織機構の構築など、行政組

織内部の在り方について整理構築を行った

ところであります。 

また、新庁舎建設に伴い、各種手続や相

談の窓口につきましても、これまで以上に

職員が所属課を超え、横断的な対応ができ

る配置とするなど、町民の皆様の利便性の

向上にも努めたところであります。 

その中で、町民からの苦情・相談につい

ては、その内容の所管部署がお受けするほ

か、総務部まちづくりグループが、内容を

問わず、町民何でも相談受付窓口として対

応しているところであります。 

平成３０年度から令和２年１０月末まで

の相談等の件数は２３件、そのうち、来庁

による相談は１６件となっております。 

令和３年度の機構改革後も引き続き、相

談等の内容を問わず、一元的に対応する窓

口を設置する考えでおりますので、御理解

をお願いいたします。 

以上答弁いたしましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） それでは、デジタ

ル化の推進についてから再質問をさせてい

ただきます。 

まず御回答にありました電子申請につい

てでありますが、ニーズが低い、あるい

は、認証手続が複雑だということで、ごも

っともな回答をいただきました。 

調べてみますと、美幌町は犬の死亡届か

ら始まって、付記転出届まで１０件の電子

申請が可能となっております。最終的に受

領の際には、役場の窓口か夜間であれば当

直室に行かないと受領できない。そこで、

手数料と引換えに各種証明書をもらう形に

なると思うのです。 

そういう手間であれば、最初から煩わし

い電子申請をするよりも、窓口で申請をし

て受領したほうが早いと思うのは当然で

す。そういうことで０件となっています。 

それを改善する方法は、国の動向を待つ

しかないのか、率先的にできないのかとい

う点ですけれども、大阪府四條畷市はスマ

ホで完結ということで、マイナンバーカー

ドをスマホにかざすことで電子証明が実行
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され、手数料の支払いまで通して完了する

ということで、スマホで手続、支払いをし

て、送られてくるという流れでやっている

ところもあります。 

また、これはデジタル化とは直接関係な

いですけれども、隣の北見市がかんたん証

明申請というのをやっています。 

美幌町の場合は、申請によっていろんな

種類の申請書があります。北見市の場合

は、窓口に行って担当に住民票が欲しい、

戸籍謄本が欲しい、転出届が欲しいと言う

だけで職員に全部やってもらえるという手

続なのです。 

これはデジタル化と直接関係はないです

けれども、住民にとっては非常に便利でス

ムーズな手続になっています。このよう

に、やればできることもいっぱいあると思

うのです。 

今、国の動向を待たないと進められな

い、国の動向を待って考えていくという御

答弁がありましたけれども、その前に考え

ればできることがあると思うのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） ただ

いまの御質問でございます。 

デジタル化という観点で申し上げます

と、国でも今、地方公共団体のデジタル化

ということで、大きく５項目に分けて推進

をしているところでございます。 

その中で、それぞれのデジタル化に関し

て、個人を特定するためにマイナンバーカ

ードの普及ということが１番頭に掲げられ

ております。 

本町におきましても、マイナンバーカー

ドの普及率は２０％を切っているような状

況でございますが、デジタル化する上で

は、本人であるという確認行為が必須にな

るものですから、まずマイナンバーカード

の普及が大前提になろうかと考えていると

ころです。 

それも踏まえて、国からどういった施策

によればマイナンバーカードが普及して、

デジタル化されるのかという答えを通知し

てくると考えているところでございますの

で、それらの動向を踏まえた上で、デジタ

ル化の推進については、検討・研究をして

まいりたいと考えているところでございま

す。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） デジタル化をする

上ではマイナンバーカードの普及が大前提

だという御答弁をいただきました。 

マイナンバーカード自体が国の施策で、

マイナポータルということで私も今年申請

しましたが、携帯・スマホでホームページ

にアクセスして、そこでできるのです。携

帯電話についているカメラで自分を撮っ

て、申請できる。受領だけは役場の窓口に

行かなければならない。それでも、無料で

すし、今だったら５,０００ポイントもらえ

るということで、非常に進んでいると思う

のです。 

マイナンバーカードは、来年３月３１日

までがポイント対象期間ですけれども、も

っと進めて、ぜひマイナンバーカードの普

及率を上げていただきたいと思います。 

それから、デジタル化の現状として、先

ほど言いました電子申請サービス、それか

ら、光ファイバー網の整備、２点を現状と

して挙げられました。 

私が質問で、平井大臣の書面・押印・対

面をなぜ入れたのかをくんでくれれば、も

っといろんな現状について回答いただけた

のかなと思うのです。 

この２点以外はほかにやっていないのか

ということがあるのですけれども、いろい

ろと予算をつけて、手続・システムを改善

しています。これもデジタル化の推進に入

ると思うのです。これは町民ファーストに

はなっていませんけれども、行政内部的に

は業務効率化です。これもデジタル化に入
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ってくると思うのです。 

それから、今、脱・判この状況、電子決

裁の導入は役場内ではどうなっているの

か、その辺もこの中で御回答いただけるの

かと思ったのですけれど、触れていませ

ん。 

デジタル化できる、すべき内容は、職員

一人一人が洗い出せばもっともっと出てく

ると思うのです。まずそれを１番先にやる

ことが重要だと思うのです。 

まず、業務の中でデジタル化できるこ

と、すべきことは何かということで、職員

一人一人からいろんな意見を出してもら

う。そこから始めてはいかがかと思いま

す。 

先ほど、デジタル化は利用者ファースト

なのだとあったと思います。私はそれ以外

にも、内部的にも業務の効率化というのが

デジタル化だと思います。それらを含め

て、もっと洗い出すべきだと思います。 

アイデアさえ出てくれば、それを形にす

るツールは世の中に多数あります。こうい

うことをやりたいと言えば、どこかの企業

がどんなアプリでもつくっている、あるい

は、なくてもつくってくれる。今はそうい

う時代です。だから、まず洗い出すことか

らやってみてはいかがでしょうか。 

まずやることです。やってみて、完璧な

ものを目指すのではなくて、５０点でも３

０点でもいいからまずはやってみる。その

中でいろいろ改善することが出てくるの

で、改善しながら進めていくというやり方

が１番いいと思います。 

例えば、図書館の図書の貸出しの予約、

あるいは公共施設の利用予約、これを今は

どういうふうにやっているのか。 

いろんなことができると思いますけれど

も、まずは脱・判この状況、電子決裁の導

入状況、それから、業務の洗い出しについ

てお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま、

様々な点を御質問いただきました。 

議員おっしゃるとおり、利便性の向上を

どう図っていくかというのは、私たち行政

に携わる者にとっては非常に肝になる部分

だと思っております。 

その中で、デジタル化の推進について

は、これまでも様々取り組んでは来ている

のですけれども、今回の国の大きな流れの

中で、加速度的に取組を進めなければなら

ないという状況になっております。 

つきましては、今議員からも御指摘があ

ったとおり、まずは現状の把握が十分にで

きていない部分があります。 

例えば、押印の廃止につきまして、先日

の新聞報道でも、北海道はできるものは１

月から押印の廃止に取り組んでいくという

記事も載っていました。 

本町においては、現状の把握作業につい

ては始まっていないですけれども、こちら

についてはしっかりと各部局に呼びかけ

て、まずは現状がどうなっているのかを洗

い出した中で、簡素化できるものはないの

か、不必要に押印を求めている書類はない

のかしっかりと把握をした上で、必要に応

じて、規則を改正しなければならないもの

もありますし、要綱等を改正しなければな

らないものも出てくると思いますので、そ

こは適切に対応してまいりたいと考えてお

ります。 

また、電子決裁についてもお尋ねがござ

いました。 

こちらについては、現状においては導入

する考えは持ってございません。仮に導入

するとなれば応分の経費がかかります。そ

の経費に見合ったサービス向上が図られる

かという点が大きな視点になると思います

ので、検討を重ねた上で費用対効果をクリ

アできるということがわかれば、電子決裁

の導入もいつかの時点では考えるべきだと

思いますが、現状においては考えていない

ということで御理解をいただければと思い

ます。 
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また、マイナンバーカードの話もござい

ました。 

本町は１０月末現在、交付率が１７.４％

であります。１７.４％という数字ですけれ

ども、北海道が１９.３％です。さらに言え

ば、全国平均が２１.８％ということで、国

よりは北海道のほうが落ちている、さらに

北海道よりも美幌町は率が低いという現状

になっております。 

先ほど指摘もあったとおり、マイナポイ

ントの付与も今は行われておりますし、ポ

イント付与の期間も延長されるような報道

もありますので、ここは機会を見てしっか

り周知をして、デジタル化推進に向けた一

つの取組として、マイナンバーカードにつ

いても普及促進を図っていく必要があるだ

ろうと考えているところでございます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） るる御答弁をいた

だきました。 

最初に言ったように、まずはデジタル化

できる、すべき内容の洗い出し、これを早

急にやっていただいて、どれが町民のため

になるか、どれが業務の効率化につながる

のか、ぜひ進めていただきたいと思いま

す。 

先ほどありましたように、機器を借り上

げる、あるいはシステムの保守に３,４００

万円から３,６００万円、保守だけで年間約

２,７００万円使っています。それだけ出せ

ば能力のある、スキルのある職員を雇える

のではないかと前々から私は思っていたの

です。 

そういう職員を雇えば、それ以外にも、

例えば、議会でも一般質問をデータでやり

取りしていますけれども、なかなかうまく

いかなくて、ページを改行したときに印刷

するとうまくいかない。私も直せないし、

職員の誰かは直せるのですけれど、なかな

か手が回らない。 

でも、そういうスキルのある職員がいれ

ば、システム改修以外にもデジタルに関す

る、あるいは業務の効率化に関していろん

なことをやってもらえるのではないかと思

うのです。 

毎年２,７００万円の維持コストかけてい

るのであれば、そういうスキルのある職員

を２名でも３名でも雇えるのではないかと

思います。 

そういう職員を雇ったほうが業務の効率

化になると思いますが、町長、考えはいか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、そういう技術

を持った職員を雇用したほうがいいのでは

ないかという話ですけれども、これも技術

のレベルがあり、刻々と変わる中でそれを

維持することについて、職員を採用して、

年数がたつことによってどういう育ち方を

するかが大事なことで、専門の職員を採用

するということ、それとその人が触れるシ

ステムが、特に専門化される部分がメーカ

ーによって相当差が出てくることもあるの

です。 

私も技術屋で入って、当時は電気の設計

とかを全部やりました。 

ただ、特定の業者だから細部まで全部や

れましたけれど、例えば、それが別のメー

カーに変わったといったら、一からそこま

での能力を高められるかとなると非常に厳

しい状況があります。 

そういうことを考えると、その時期に合

ったシステムなりを提供してくれる人、会

社ときちんと契約したほうが私は逆によい

のではないかと思っています。 

お金の比較だけの話になれば、特定のと

ころを見れば、確かにそういう能力があっ

たほうがいいでしょうけれども、ただ、そ

の人を雇用するということが、町にとっ

て、それから町民の方々にとってどういう

役割を果たしていくかということ、それか

ら、今このシステムが今度はどういうふう

に変わっていくかということに対して、職
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員の能力が一緒に合っていくとは私はなか

なか思えないので、自分もそういう育ち方

をした中で、どちらかというと今言われた

ことについては賛成という考えを持ってお

りません。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 私の同級生でも都

会でプログラム関係の仕事をしている方も

います。 

また、この管内出身の方で、都会でそう

いう仕事をしている人はいっぱいいると思

うのです。 

Ｉターンでもいいですし、Ｕターンでも

いいですし、あるいは新規に北海道の静か

なところで勤務してみたいという人材、そ

ういうスキルを持った人材は世の中にいっ

ぱいいると思うのです。 

それでお互いにマッチングすれば採用し

てもいいと思うのですけれども、そういう

人材の発掘というか、呼びかけをやってい

る自治体もあると思います。県レベルでも

ありますし、自治体でもあると思います。 

確かに会社が違えば多少違うと思います

が、美幌町でもシステムの改修を出すとき

には随意契約ではなくて入札でやっていま

す。安いところにお願いするということ

で、会社が多少違ってももともとそういう

スキルがあればできると思いますが、町長

いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今マッチングの話

をしていただきましたけれども、そのこと

に対しては異存ありません。 

都会にいる技術を持った人が、地方に何

らかの形で来ていただける。その方がどう

いうふうに関わっていくか、地域で情報産

業に関わっていくということと、役場の中

で雇用していくということを私は別に考え

たいと言っているだけであります。 

今言ったように、町としてこういうシス

テムをきちんとやれる人材も必要だという

ことであれば、雇用ではなくて、そういう

人材というよりも、そこの会社にお願いし

てやるというやり方のほうが私はいいので

はないかと。 

組織でその方を雇用するということは、

その時期を見ればいいですけれども、それ

なりの相応なレベルで一生そのシステムだ

けをやるかといったら、そういうふうには

なっていかない。その辺を危惧しているの

で、私も技術屋で入って、当時は設計もし

て、それからシステムもメーカーのものを

ある程度自分で学んで大体直せるようにな

りました。それを年とともにずっとやって

きたかというと、その都度役割が変わって

くるということを考えると、特定の専門の

人を雇用することに関しては、私は賛成と

いう立場ではないということだけはお話し

したいわけであります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 時間が押してきま

したので、同じ項目ですけれども、議会の

ペーパーレス化という観点で質問させてい

ただきたいと思います。 

平成３０年第６回臨時会において、１８

次の議会になりますけれども、議会運営委

員会で議会のペーパーレス化という観点

で、庁舎の建て替えがありましたから、そ

れも含めて、研究して、視察もして報告し

ております。 

その中で、タブレット端末機導入という

ことでも報告させていただいております。 

タブレット端末機導入により、議案・議

会資料等のペーパーレス化による経費削減

や情報伝達の即時化、会議運営の効率化が

図られるが、機器導入には多額の費用が想

定される。よって、機器の導入について

は、議会を含めた役場全体の行政効率化を

目指し、将来的には行政との同時導入が最

善との結論に至ったということで報告させ

ていただいております。 

今回の一般質問の資料をもらったのです
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けれども、今まではＡ４に１ページだった

のが、Ａ４横に２ページで非常に字が小さ

くなって、聞いたところによると、ペーパ

ーが足りないということで、ペーパーレス

化、タブレットにすればもっと自由に見ら

れるのにと今日も実感したところでありま

すけれども、例えば、資料の作成、編綴、

それから差替えの時間がタブレットにする

ことによって節約できる。 

あるいは、これは行政側のメリットです

けれども、資料の保管場所や廃棄処分のコ

ストも削減できる。図や写真などカラーで

閲覧できるものを効果的に資料も活用でき

る。 

今、皆さんそちらにいますけれども、例

えば、質問に対して各係長等からの資料を

紙で渡されますが、タブレットを持ってい

ると瞬時に係からそういう情報が伝達され

るというようにメリットがいっぱいあるの

です。 

デメリットは、お金がかかるということ

があるのですけれども、いずれにしても、

職員が使っているパソコンは何年かに一遍

更新をしていると思うのですけれども、そ

れら更新時期に合わせて、会議のペーパー

レス化、議会も含めてペーパーレス化、タ

ブレットの導入を図ったほうが効率的で

す。 

今の世の中もそうです。何でもリモー

ト、リモート飲み会とか、プライベートで

も仕事でもデジタル化が進んでいる状況で

す。 

ぜひ、議会・会議のペーパーレス化を含

めて、タブレットの導入、デジタル化を推

し進めていただきたいと思いますが、町

長、お考えどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） デジタル化の中に

おいてのペーパーレス化は、私は反対する

考えはありません。 

実際にやれることはやっていますし、今

回のコロナ禍の中で、私が美幌にいなかっ

たときも、常時、副町長や教育長、総務部

長と必ず１日に１回打合せをしていたし、

書類についても、今は紙決裁ですけれど、

急ぐものについてはそのままぱっと見て、

中身を読んでオーケーということで判断を

しています。 

ですから、そういう意味では、私は進め

ることは問題ないと思っているのですが、

戸澤議員がおっしゃったようにお金がかか

るということです。 

先ほど総務部長からもお話ししましたけ

れど、本当にやりたいことはたくさんあり

ます。ただ、かかったお金が投資した分に

対してどうかという話を考えたときに、今

はそこまで踏み込めないというのも事実で

す。 

その中で今、国がデジタル化と言ってい

る中においては、当然そのことを踏まえ

て、きちんと地方自治体に対して支援をし

っかりしてほしいとお願いしているし、国

もやるということなので、その動向を見た

中で、これはいけるというものに対してす

ぐに手を挙げるとか、そういうことは可能

ですけれども、一歩先んじて単費でもやる

という形はなかなか進まないと思っていま

す。 

ですから、今後、紙ベースではなく、デ

ータベースでやることはいいですし、実際

に私もふだんパソコンとタブレットを持っ

ていて、どこでも仕事ができる環境はつく

っていただいていますので、町としてやっ

ている部分もある。 

ただ、今言ったことをやるためには、財

源が必要で、それが国の施策において早く

示される中で、しっかり手を挙げるものに

は手を挙げてやっていきたいという考えで

はあります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 先ほど言いました

ように、職員が使っている機器の更新が何

年かに１回あると思うのです。 
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そのときに併せれば、機器代については

議員の部分は初期投資が必要でしょうけれ

ど、その部分は更新するつもりであればタ

ブレットにするのはかからないと思うので

す。 

ただ、クラウドを契約して、クラウドに

情報とかを保管しないと取り出せませんの

で、クラウドの契約料が安い会社から高い

会社まで、２００万円、５００万円、ある

いは１,０００万円という年間の維持コスト

がかかることはあります。その部分は確か

に経費がかかるのですけれども、機器だけ

を考えれば、更新時期に併せればさほどか

からないと思うのです。 

時間がありませんので、次に基金の設立

という観点で質問をさせていただきます。 

先ほどの御答弁の中に、財政調整基金、

公共施設整備基金、学校施設整備基金があ

るからそちらに積み立てるという回答でし

たけれども、基金条例の基金の目的を見ま

すと、財政調整基金は財政の健全な運営に

資する、公共施設整備基金は公用もしくは

公共用に供する施設の整備及び既存の公共

施設の整備、それから学校施設整備基金は

町立学校施設の整備及び既設の町立学校施

設の整備ということで、新しく学校をつく

るとき、あるいは今の学校を整備するとき

というように、施設の整備となっているの

です。これがタブレットあるいはパソコン

の更新費用に使えるのか。 

財政調整基金は使えるでしょうけれど、

この目的から、こういう基金はパソコンな

どの機器に使うことは、町長がいいと言え

ばいいのでしょうけれど、この目的には合

致しているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいまの基

金の使途についてのお尋ねになろうかと思

います。 

答弁書に記載してございましたが、公共

施設整備あるいは学校施設整備基金は、特

定の目的を持っているわけでありますけれ

ども、こちらは施設本体の建物、施設整備

に充てるための基金というのは当然でござ

いますが、その施設を運営していく中で必

要となる備品ですとか、そういった施設整

備につきましても使途として充てることが

できるようになってございます。 

例えば、学校施設整備基金というのは、

町内学校林が各地区にございますが、学校

林の伐期が来て、森林を更新する際に売払

い収入が出るわけでありますが、その一部

を基金に積立てを行いまして、各学校にお

いて必要となる備品等の整備に当たって

は、基金を取り崩すということもやってご

ざいます。 

つきましては、今回御指摘いただいた、

ＧＩＧＡスクールに伴うタブレット端末の

機器更新というのは、たしか６年サイクル

だと思いますけれども、これはしっかりと

更新を見据えて、その財源を確保しなけれ

ばいけません。 

毎年度の決算状況にもよりますけれど

も、単年度で３,０００万円程度は毎年度計

画的に積み立てていかなければ、更新に必

要な財源を確保できないと思っております

ので、しっかりと見極めた上で財政運営全

体の中で対応していきたいと考えておりま

す。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 既存の基金を使う

のであれば、学校のタブレットは学校施設

整備基金、職員のタブレットを更新するの

であれば、財政調整基金という形になろう

かと思うのです。 

更新時期は必ず定期的に迎えます。そう

なれば、最初からデジタルという観点で基

金を設立したらいいと思ったのですけれど

も、そういう基金を使えるというのであれ

ば、それはそれで結構ですが、今、学校施

設整備基金が令和元年度末現在で７００万

円ちょっとだと思うのです。それでは到底

６年後の機器更新に追いつかない。 
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御答弁の中で、国・道に要請すると。導

入する前なら、国と道が予算をつけてくれ

ればＧＩＧＡスクール構想をやりますと言

うことができますけれども、もうやってし

まったので、必ず機器の更新時期が来ま

す。 

御答弁の中では、国と道を当てにしてい

ますけれども、これだけコロナ禍で国が財

源を使って、さらに五、六年後また支援し

てくれるとは思えないです。だから、国を

頼ることなく町独自で更新できるように、

この学校基金を最低でも３,０００万円、先

ほど部長が言った３,０００万円は積み上げ

ていかなければならないと思うのです。 

国と道を頼るということでありましたけ

れども、当然要望はします。要望はするけ

れども、最悪の場合は町で払う、更新する

という気概がないとだめだと思うのです。 

そういう意味で、もっと基金を積み立て

ておかなくてはいけないと思いますがどう

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 基金の積立てにつ

いては、戸澤議員がおっしゃったとおりだ

と思っております。 

将来に向けて必要なものについて準備す

るということで、積立ては何らかの形です

る必要があると思っています。 

今回答弁した中で、ＧＩＧＡスクール構

想について、この中で私ども自治体、市町

村、都道府県を含めて言っているのは、本

来、教育の情報化は国がしっかりやること

として財源確保しなければいけないのでは

ないですかと。 

基本的には町が整備していくものに対し

て、時期をどうするかを考えていくのは当

然の話で、それには異存もない。 

ただ、全国町村会、それから、全国市長

会も北海道町村会も、道教委も含めて言っ

ているのは、本来の教育の情報化について

は国がきちんとやっていただかないと、う

ちはお金を持っているからやれます、この

町はお金がないからやれませんということ

ではなく、こういう教育に係る端末等の整

備については、今後も国がしっかり予算化

をして、私どもに渡すべきだと思っている

ということです。 

市町村は全国で１,７５０ぐらいあります

けれど、そこが一丸となって国に言ってい

ることですので、そこも御理解いただきた

いと思っております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） それは十分理解し

ています。 

国に言うべきことは言って、国として更

新時期にも資金を使ってほしいというのは

当然だと思います。 

しかし、国ばかりを当てにしていて、更

新時期を迎えたときに更新できないとなら

ないようにしてくださいということが先ほ

どの私の質問でした。 

次に、組織改革という観点について再質

問させていただきます。 

先ほど、ワンストップ窓口等いろいろと

考えていますというお話しをいただきまし

た。 

特に私が申し上げたいのは、相談は問題

にならないと思うのですけれども、苦情に

対する対応がまずいとこじれてしまうこと

が多々あると思います。 

例えば、電話したのに何日も来ない、ど

うなっているというのが１番まずい対応で

す。１番いいのは、電話を受けたならば、

電話の相手のところに伺って、現場はどう

なっているかを教えてもらって、これだっ

たら二、三日かかるとか、１か月かかると

伝えることによって、その人はそうかとな

ると思うのです。 

その初期対応というのが非常に重要だ

し、大切だと思うのですが、現在の初期対

応はどのようになっているかお聞かせくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 町長。 
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○町長（平野浩司君） 町民から苦情等が

あった場合については、総合窓口として

は、答弁書にも書いてありますけれども、

そこそこで対応をしっかりしている。 

そこに町民の方が行けないということで

あれば、町の総合窓口はここにあるという

ＰＲが不足していると思っています。 

今まで私が関わった中で、近年は町民と

の間でもめて、初期対応が悪くてこういう

ふうに至ったという認識はないです。 

ですから、細部については担当なり、副

町長からも話があるかもしれませんけれ

ど、職員はしっかり誠意を持って対応をし

ていると私は理解していますけれども、そ

ういう状況ではあります。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） 初期対応の状況

ということでございますが、様々なケース

があると思います。 

例えば、電話の場合はそのまま担当につ

ながると思いますし、内容を聞いた上で現

地確認が必要なものは、現地をきちんと確

認して対応している。現地確認をすぐにで

きないものについても、いつ確認するとい

うことで、それぞれ対応した職員は内容を

聞き取って、確認をして、報告してと処理

していると思います。 

また、場所がわからない形で窓口に来た

場合は、答弁もさせていただいております

が、まちづくりグループが最初の初期対応

の窓口として、その中でそれぞれの原課、

必要なところにつないで、一緒に話を聞い

て回答をしていると認識しておりますの

で、その都度、その状況、場面等によって

も異なると思いますけれども対応しており

ます。 

また、日中以外、休日等の場合におきま

しても、当直でその内容を聞いた場合は、

連絡先等をしっかり確認して、後日その内

容について確認をしているというふうに、

しっかり町民の苦情だとか、相談について

は対応していると認識しておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 役場の内部では、

この問題は民生、この問題は経済、この問

題は建設とあるでしょうけれど、町民側の

視点に立ったときは関係ないです。役場が

やってくれないとなってしまいますから、

それを総合的にまとめるポストが必要だと

いうことで質問させていただいたのです。 

今、るる答弁をいただきますと、基本的

にはまちづくりグループが主体となってや

っているということです。 

先ほども言いましたように、この窓口を

つくったらいいという趣旨は、初期対応が

すぐにできる。兼務ですとふだんの仕事が

あったら突発的なものに対応できない。ど

うしても出遅れるという観点から、専門の

窓口をつくったらいいのではということで

御提案させていただきました。 

その中で私が思っていたのは、再任用職

員が毎年何名か出てきます。再任用職員

は、いろんな部署を経験したスペシャリス

トの方が定年退職になって再任用として雇

われるわけです。 

そういう方たち三、四人を一つの部署と

して、例えば副町長をトップにしてつくれ

ば、非常にスムーズな初期対応ができると

いうイメージがあったものですから、質問

させていただきました。 

何が言いたいかというと、相談者よりも

苦情を言って来られる方は初期対応が１番

大切です。１分でも１秒でも早くその方の

ところに行って、現地を確認をして、事後

どうするかを伝えることが１番重要だと思

います。 

それらを実現するためには、専門の方が

いたら迅速にできるのではないかという思

いで質問させていただきました。 

最後に町長いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 初期対応というこ
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とであれば、今おっしゃったとおりだと思

います。 

私は、組織よりもそこを担当する人、

個々の教育というか、認識をしっかりしな

ければ、組織があったとしても、それから

担当があったとしても、スピード感を持っ

て初期対応するかということが疑問ではあ

ります。 

今は、まちづくりグループの中で、そこ

が満たされていないということであれば、

補強も考えなければいけないですけれど

も、そこにいるスタッフは一人ではないの

で、情報をしっかり共有した中で、迅速に

次にと伝達をしながら解決していくという

ことを、私はやっていけると思っておりま

すので、御理解いただきたいと思っていま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、１番戸澤

義典さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１３時３０分といたします。 

午後 ０時０７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

７番馬場博美さん。 

○７番（馬場博美君）〔登壇〕 私は、４

点について町長の考え方を一般質問します

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

最初に、新型コロナウイルス感染症対策

について。 

１点目であります。 

新型コロナウイルス緊急対策利子等補給

事業補助金についてであります。 

北海道は、１１月７日、感染対策の基準

となる５段階の警戒ステージを２から３に

引き上げましたが、２０日には過去最高の

３０４人（令和２年１１月２４日現在）ま

で感染し、連日２００人を超えておりま

す。 

これまで町は、今年３月から９月まで、

第７弾の新型コロナウイルス感染症対策を

講じてきましたが、１１月に入ってオホー

ツク管内でも発生してきております。 

このような中、国は資金繰りに苦しむ中

小企業者のために、実質無利子となる融資

制度を開始し、また、北海道においては低

利子から無利子に組替えを行ってきたとこ

ろであります。 

また、美幌町においても、いち早く町内

中小企業者のために、新型コロナウイルス

緊急対策利子等補給事業補助金を創設し、

対応してきたところです。 

しかし、この町の緊急対策利子等補給事

業補助金の実績が少ないことから、補助金

の限度額２０万円を見直しすべきと６月議

会で一般質問しましたが、国や道の制度よ

りも町の制度のほうが有利な場合があるの

で、現行制度の見直しは行わず、継続した

いとの答弁でありました。 

このことから、次の項目についてお伺い

いたします。 

１、国や道の無利子制度が実質スタート

した６月以降について、新型コロナウイル

ス緊急対策利子等補給事業補助金の申請は

何件あったのか伺います。 

２、６月以降の実績がないのであれば、

６月に商工会議所が実施した中小企業者等

へのアンケート調査の今後取り組んでほし

い対策で、２３％と多かった運転資金の確

保について対策すべきと考えます。 

アンケート結果で多かった理由として

は、国や道の融資制度の利子補給等が有利

だからと思います。 

そこで、国や道の融資制度を利用できな

かった中小企業者等のために、緊急対策利

子等補給事業補助金の拡充を図るべきだと

思います。 

具体的には、今後においても新型コロナ

ウイルス感染症が続くと予想されることか

ら、令和２年１２月２９日となっている期

限の延長及び補助金限度額２０万円の引上
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げをすべきと考えますが、町長の考え方を

お聞かせください。 

次に、新型コロナウイルス感染症に係る

今後の経済対策についてでありますが、新

型コロナウイルス感染症について、１１月

になっても感染者が増加している現状を捉

え、長期化することも予想されますが、今

後の経済対策をどのように考えているの

か、町長の考え方をお聞かせください。 

次に、２点目であります。 

農業の振興について。 

農業の経営安定対策についてであります

が、日本の農業は、ＴＰＰ、ＥＰＡ、日本

とアメリカの２国間の貿易協定及び日本、

中国、韓国、東南アジア諸国連合加盟国な

ど１５か国の包括的経済連携ＲＣＥＰ協定

による関税引下げや輸入農産物の増加に伴

う価格の低迷、経営所得安定化対策の見直

しなど、農業を取り巻く環境は極めて厳し

い状況にあります。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の拡

大で減収にもなり、厳しい状況が続くこと

が予想されます。 

このような中、美幌町の農家戸数は、平

成元年に７６３戸あった農家戸数が、令和

２年１０月では３４０戸と半分以下にな

り、深刻な状況にあります。 

この離農の状況に鑑みますと、後継者問

題、経営不振、労働力不足などが挙げられ

ておりますが、その中で特に問題なのは、

経営不振についてであります。 

この経営不振に対する町のこれまでの取

組とこれからの取組について、町長の考え

方をお聞かせください。 

また、農業の経営安定化につきまして

は、昭和２２年に農業災害補償法に基づい

て創設された国の農業政策の柱をなす公的

な農業共済制度が果たしてきた役割は、大

変大きいと思います。 

農業者が自然災害や不慮の事故による損

失を補填する共済事業を確立して、農業経

営の安定を図り、農業生産力の発展に大き

な役割を果たしてきていると思います。 

平成３１年に農業者の当然加入制が廃止

され、農業共済または農業経営収入保険の

いずれかを選択することができるようにな

ったところです。 

その農業経営収入保険は、品目の限定は

なく、自然災害による収量減少に加え、市

場価格の下落など、様々な要因で収入が減

少した農家に減少分を補填するものであり

ます。 

このようなことから、今後ますます農業

を取り巻く環境が厳しいことが予想される

中、美幌町の農業を守るためにも、農業共

済及び農業経営収入保険の掛金等の一部を

補助することで、掛金の負担等で加入でき

ない農業者を救うことになると思います

が、町長の考え方をお聞かせください。 

次に、３点目であります。 

商店街の振興について。 

商店街の街路灯の整備についてでありま

すが、現在、大通、大通南、旭通東、桜

通、有楽通、役場通、日の出通、仲町１・

２丁目通の８地区に商工会議所所有の１４

０本の街路灯があります。 

なお、維持管理については商工会議所で

行い、それに係る電気料金は町が負担して

いるところであります。 

このような中、町は平成３０年度におい

て、町内の街路灯１,２８０灯及び自治会が

所有していた防犯灯９６０灯を町で無償譲

渡を受け、合計で２,２４０灯をＬＥＤ化し

たところであります。その費用について

は、１０年間のリースで、総額４億７,２２

６万３,０００円になっています。 

しかし、商工会議所所有の街路灯は、こ

のＬＥＤ化事業には含まれておりませんで

した。 

近年、商工会議所所有の街路灯の維持管

理については、各街区の商店街が費用負担

して行っているところであります。しか

し、商店街が解散したところでは、自治会

が費用を負担している地域もありますが、
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自治会加入者の減等により、各自治会の財

政状況は厳しく修理費用は負担できない状

況であります。 

そのため、電球が破損したままになって

いる街路灯が数多くあるのが実態であり、

夜間の安全対策等に支障を来しているとこ

ろです。 

このようなことから、自治会の防犯灯と

同様に、町は商工会議所から無償譲渡を受

け、ＬＥＤ化による防犯対策をすべきと考

えますが、町長の考え方をお聞かせくださ

い。 

次に、４点目であります。 

地域コミュニティーの推進について。 

自治会運営についてでありますが、地方

自治を推進するためには、自治会が果たし

ている役割は重要であります。 

その具体的な自治会活動としましては、

道路・公園等の美化活動を初め、交通安

全、青少年、防犯活動や高齢者等の見守

り、除雪等のボランティア活動を行ってお

ります。 

今後、少子高齢化が進む中、地域コミュ

ニティーを推進するためにも自治会活動を

さらに充実すべきと考えます。 

町内には、市街地４０自治会、農村地区

２７自治会で、６７自治会がありますが、

少子高齢化やアパート等の単身者の自治会

未加入者の増加により自治会の会員数も

年々減少し、自治会役員や班長のなり手が

なく、自治会運営が非常に厳しくなってお

ります。 

各自治会においては、日頃から未加入者

の加入促進に向け、いろいろ対策を講じて

おりますが、なかなか思うようにいきませ

ん。 

このような状況から、自治会運営に対し

て、町として対策を講じるべきと考えます

が、町長の考え方をお聞かせください。 

以上４点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 馬場議員

の御質問に答弁いたします。 

新型コロナウイルス感染症対策について

ですが、新型コロナウイルス感染症は全国

的に拡大を続けており、現在、第３波とも

言われておりますが、本町におきまして

は、町民皆様の御理解、御協力により、現

在も感染者は確認されておらず、感謝申し

上げるところであります。 

初めに、１点目の緊急対策利子等補給事

業補助金の申請件数についてであります

が、制度開始から２か月間で１４件の申請

がありました。その後の６月以降について

は、国や道の融資制度が開始されたことも

あり、申請はありません。 

次に、２点目の緊急対策利子等補給事業

補助金の拡充についてでありますが、この

制度は国や道による融資制度が利用できる

までの緊急的な融資対応として、スピード

感を持って制度設計し実施してきたもので

あり、役割は果たしているものであると認

識しております。 

今後におきましては、新型コロナウイル

ス感染症が拡大し、長期化が予想されてい

ることから、経済への影響も十分考えられ

るため、国や道の融資制度の動向や１２月

に開催予定の中小企業融資等打合会議での

協議により、事業者が必要とされる融資に

係る補給制度を検討してまいりたいと考え

ておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

次に、新型コロナウイルス感染症に係る

今後の経済対策についてでありますが、経

済対策といたしましては、本年３月３０日

開催の議会臨時会におきまして、新型コロ

ナウイルス緊急対策利子等補給事業として

補正予算をお認めいただいた以降、これま

で事業者支援、農林業者支援、消費喚起対

策、感染症予防支援、販路拡大支援、感染

予防リフォームなど、様々な対策を実施し

てまいりました。 

また、町では、新型コロナウイルス感染

症対策に係る町独自の対策や、各種対応並
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びに国・道などにおける主な支援制度をま

とめた支援策一覧などの情報発信も行って

おり、今後におきましても、引き続き緊張

感を持ちながら、情報収集と速やかな情報

提供に努めていきたいと考えております。 

全国的には、１１月になっても感染者が

増加傾向にあり、長期化することも予想さ

れていることから、国・道の動向や商工会

議所を含めた関係団体と協議しながら、こ

れからの経済対策を検討してまいりたいと

考えておりますので、御理解をお願いいた

します。 

次に、農業の振興について。 

農業の経営安定対策についてですが、１

点目の経営不振に対する取組は行っており

ませんが、これまでも経営所得安定対策と

して、国の施策では、諸外国との生産条件

の格差から生じる不利を補正する交付金、

ゲタ対策と、農業者の拠出を前提とした農

業経営のセーフティーネット対策、ナラシ

対策が実施されております。 

また、新型コロナウイルス感染症対策と

しての町の取組としましては、花きふれあ

い支援事業として、花卉市場価格が需要の

激減を受けて大幅に下落したことから、町

がＪＡびほろから花卉の一部を直接購入す

ることで、花卉生産農家を支援するという

ものであり、購入した花卉は、フラワーア

レンジメントを含め、公共施設や福祉施設

等及び町民に提供しているところでありま

す。 

また、国の取組としましては、経営継続

補助金として、経営継続に向けた販路回

復・開拓、生産方法の確立・転換のための

機械設備導入に対し、補助率４分の３、補

助上限１００万円の補助制度となってお

り、この国の経営継続補助金に対し、町は

上乗せ補助として補助率１２分の１、補助

上限１１万２,０００円とすることで、農業

者の負担軽減を図り、農業者支援を行うこ

ととしております。 

次に、２点目の農業共済及び農業経営収

入保険の掛金等の一部補助についてであり

ますが、農業共済は、農業保険法に基づ

き、農業者の経営安定を図るため、自然災

害等による収穫量の減少等の損失を補填す

るものであり、農業経営収入保険は、全て

の農産物を対象に、自然災害による収量減

少や価格低下を初め、農業者の経営努力で

は避けられない様々なリスクによる収入減

少を補填するものとなっております。 

町としましては、担い手の育成や生産性

向上など、農業者全体に向けた施策を行う

とともに、ＪＡびほろとも連携しながら、

美幌町の農業を守っていきたいと考えてお

り、任意加入である収入保険等への補助は

考えておりません。 

今後におきましても、農業を取り巻く情

勢を適宜把握していくとともに、農業者の

実態も把握しながら、美幌町の農業を守る

ための施策を引き続き研究してまいりたい

と考えておりますので、御理解をお願いい

たします。 

次に、商店街の振興について。 

商店街の街路灯の整備についてですが、

商工会議所所有の街路灯につきましては、

商店街の活性化や美化活動のため各商店街

が設置したもので、防犯、交通安全対策の

役割も果たしているところであり、商店街

を利用される方々を初め、町民皆様の安

心・安全の一助となっているものでありま

す。 

また、維持管理については、各商店街や

自治会が担っておりますが、町は電気料を

全額負担しているところであります。 

御質問の、商店街の街路灯を商工会議所

から無償譲渡を受け、ＬＥＤ化による防犯

対策をする考えについてでありますが、平

成３０年度に町が町内の街路灯をＬＥＤ化

する際、商工会議所には商店街の街路灯の

ＬＥＤ化を打診しておりましたが、工事費

用負担の関係から断念されている経過があ

ります。 

町といたしましては、去る１１月２７日
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に商工会議所から要望を受けており、今

後、協議してまいりたいと考えております

ので、御理解をお願いいたします。 

次に、地域コミュニティーの推進につい

て。 

自治会運営についてでありますが、自治

会連合会は、令和２年度に新たに地区連絡

協議会を立ち上げました。 

この地区連絡協議会は、市街地４０自治

会を４グループに、農村地区２７自治会を

２グループに編成して、連合会活動に対す

る方策及び自治会未加入世帯の対策を検討

していくと伺っております。 

構成メンバーは、自治会長だけでなく、

単位自治会の副会長、総務部長、会計も加

えて、地区ごとに懇談会を開催し、自治会

同士の情報交換を図りながら、諸課題の解

決などを目指すものであります。 

御質問の、町として対策を講じるべきに

ついてですが、町は、令和２年度に自治会

活動運営費補助金の見直しを行い、自治会

運営の財政的基盤強化に努めましたが、今

後も自治会が自ら取り組む未加入者対策な

どの状況を見守りながら、自治会の要請に

応じて必要な対策を検討してまいりたいと

考えておりますので、御理解賜りますよう

お願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） それでは順次再質

問をさせていただきます。 

最初に、新型コロナウイルス感染症対策

についてですけれども、その中で今後の経

済対策について、具体的に質問させていた

だきます。 

先ほど言いましたとおり、今日では第３

波の新型コロナウイルス感染症は全国的に

拡大しております。 

商工会議所の景気動向調査、これは１０

月に実施した調査によると、全業種にわた

って４月から６月までの前期と比べて改善

しているものの、依然としてＤＩ値はマイ

ナス２０.５ポイントであり、全業種にわた

って新型コロナウイルス感染症の影響が大

きいと結果が報告されております。 

特に売上げが減少し、大変な業種はやは

り飲食業であると思います。飲食業の何人

かにお尋ねしました。あるいは、金融機関

に行ってお話も伺いました。 

その中で、第３波で日を追うごとに厳し

くなり、１２月になってからは忘年会等の

宴会が中止になるなど、予想外のことが起

きており、このままで年を越せるのか、あ

るいは、店を廃業しなければならないとい

った声もあり、大変な状況であるとお聞き

しました。 

そこで、先ほど町長の答弁にありました

けれども、国・道の動向や商工会議所を含

めた関係団体と協議しながら、これからの

経済対策を検討してまいりたいという答弁

でありましたけれども、１２月になって飲

食店を含め全業種が大変な状況にある中

で、これから検討してまいりたいというの

は対応が遅いのではないか。 

１２月の一般会計の補正予算を見まし

た。予算には計上されていなくて、大変残

念な思いをしているところであります。 

これまでの経済対策をしっかり検証し

て、早急に関係機関と協議して対応すべき

と考えますが、町長の考え方をお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 新型コロナウイル

ス感染症に係る経済対策という御質問だと

思います。 

答弁をまとめた時点においては、それぞ

れの関係団体、主は商工会議所、それから

今回は馬場議員がおっしゃったとおり、飲

食業が大変ということで、食堂組合の方々

と懇談をさせていただいております。 

その中で状況をお聞きしながら、年内ど

ういうふうに乗り切るかというお話もさせ
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ていただいた中で、新たな方策ができない

ものかということで、いろいろ検討させて

いただいている状況であります。 

確かに、今回の補正には、そういう対策

が載っていないわけでありますけれども、

今御質問いただいた項目については、今時

点で提案できるような内容についてしっか

り皆様にお諮りしながら進めていきたいと

考えております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 次に、具体的に飲

食業を営んでいる方からお話を伺いまし

た。 

先ほど言いましたとおり、これまでは国

や道、町の経済対策に伴う給付金等でやっ

と事業の継続ができた。しかし、忘年会、

新年会等の宴会が見込めない中、どうすれ

ば年越しができるのか。たとえ年を越して

も、新型コロナウイルス感染症の拡大は、

全く先が見えない状況で大変心配であると

お話を伺いました。 

そこで、町長からありましたけれども、

私は私なりに考えてみました。 

時間的に大変だと思いますけれども、例

えば、飲食店の宴会がなくても持ち帰りに

使用できるプレミアム商品券の発行や、テ

イクアウト時の足の確保の宅配サービスの

支援、そして、これは難しいと思いますけ

れども、１月に実施予定のプレミアム商品

券の発行の前倒し、さらには、接待を伴う

スナック等に対して今年５月に実施した営

業継続支援金などを実施する考えはないの

か、再度町長の考えをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ただいま何点かお

話をいただいたことについては、しっかり

受け止め、検討してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 次に、商工会議所

の景気の動向調査によると、全業種にわた

って資金繰りが依然として厳しい状況が続

くと予想されると報告されております。 

答弁の中に、国や道の融資制度の動向や

１２月に開催予定の中小企業融資等打合会

議の協議により、補給制度を検討するとあ

りますが、今日現在、中小企業融資等打合

会議が開催されているのかお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光主幹。 

○商工観光主幹（多田敏明君） ただいま

の御質問の融資等打合会議につきまして

は、まだ開催されておりませんけれども、

来週開催予定となっております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 来週ということ

で、わかりました。 

御存じのとおり、この補助金の期限が１

２月２９日になっていますので、早急な対

応をお願いしたいと思います。 

１点目についてはこれで終わらせていた

だきます。 

２点目の農業経営安定対策についてであ

りますが、今年、新型コロナウイルス感染

症の拡大で、私はＪＡに何度か足を運び、

担当者を含めてお話を聞くと、野菜などの

市場価格の下落により、農家にとっては厳

しい状況であるとお聞きいたしました。 

この対応策として、先ほど私が申し上げ

ましたとおり、新しくできた農業経営収入

保険で対応することができます。 

このような中、農家の実態を聞くと、自

然災害による収量減収等に備えて、農業所

得から考えると非常に厳しく、共済掛金が

高いけれども加入している農業者もいると

いう話を伺いました。 

道内においては、厚沢部町及び江差町に

おいて、農業共済及び農業経営収入保険の

掛金等の一部を補助しております。特に、

厚沢部町にあっては、平成３０年度では１,

７２６万８,０００円、江差町にあっては１

７５万２,０００円の補助金を出しておりま
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す。 

そこで、町長にお伺いします。 

今後、農業者を救うためにも、所得が一

定基準以下になった場合、あるいは新規就

農者等について、農業共済等の掛金の一部

を補助することが必要と考えますが、町長

の考え方をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 今、馬場議員

がおっしゃったとおり、道内の自治体で

は、江差町、厚沢部町が共済掛金の一部補

助を行っているということで、道内２か所

ということで私どもも把握しております。 

自治体の農業者の実情等の理由があると

思いますので、農業共済などからも情報を

収集しまして参考にしたいと思います。 

また、新規農業者に対する助成でありま

すけれども、御答弁いたしましたとおり、

現在、町としては任意加入である収入保険

等の補助は考えておりませんので、御理解

をお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 経済部長の答弁に

も、最初の町長の答弁にもありましたけれ

ども、今後ともＪＡびほろとも連携を図り

ながら、美幌町の農業を守っていきたいと

考えており、任意加入である収入保険等の

補助は考えておりませんという答弁であり

ますけれども、この部分をもう少し具体的

に、どういうことで補助を考えていないの

か、具体的な説明をお伺いしたいと思いま

す。 

答弁を見ると、例えば、ＪＡが何らかの

形で補助をするのであれば、町も補助をす

るのかどうかということも考えられますけ

れども、先ほどの厚沢部町と江差町におい

ては、ＪＡは補助しておりません。 

具体的にもう少しわかりやすく、任意保

険である共済の補助について、どうして補

助を考えていないのか、御説明をお願いし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 経済部長から掛金

等についての助成は考えていないという話

をさせていただきました。 

ＪＡとは、定期的とまで言いませんけれ

ど、あちらの三役と私ども三役と協議をさ

せていただいております。 

そういった中で、今何が必要か、今回の

コロナに対しての要望等をお聞きしている

中において、何でも町ができることではな

いと私は思っております。ＪＡとの話の中

で、ＪＡだけではありませんけれども、農

業者が望んでいるか、それに対してどうい

う支援をするかということを、しっかり選

択した中で進めていきたいと思っておりま

す。 

今までも、農業者に対する支援等につい

て、ＪＡとの協議の中で必要なものについ

てはしておりますし、新規就農について

は、共済という支援ではなく、新規就農が

できるような支援を別な形で美幌町は行っ

ていると思っています。ですから、共済保

険に対する支援については行わないという

ことであります。 

また、ＪＡが行うから町が必ず行うとい

うことでもない。ＪＡがやらなくても美幌

町の農業として必要であることはやらなけ

ればいけないですし、ＪＡの場合は、組合

員という枠の中でのことでありますので、

美幌町の農業が全て農協の組合員とイコー

ルということでもないので、その辺はしっ

かりと協議をしながら、美幌町の農業を守

るという視点において、今いらっしゃる農

業者の方々にとって、それから将来の農業

にとって有利かをしっかり見定めて支援を

していきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 私は実家が農家

で、次男として育って、農業の経験が少し

あるのですけれども、農協のスタンスとい
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うのは、経営安定のため災害があったとき

に大変だということで、どうしても優先的

に加入していただくというのが農業共済だ

と、農協からも話は聞いています。 

そこで、町長の答弁にありました農業者

が本当に望んでいること。 

これだけ農家戸数が減ってきている。所

得がある方はいいですけれども、掛金をや

っと納めている中で共済に入っていないと

農業経営安定が大変だという声も聞いてお

ります。 

全部に聞いたわけではないですけれど

も、そういった声もありますので、これに

ついては、道内２か所の町もやっています

し、引き続き検討をしていただきたいと考

えます。 

次に、町長の答弁に、美幌町の農業を守

るための施策を引き続き研究してまいりた

いとありました。 

私は今回、共済金の補助の一部提案を申

し上げました。このきっかけは、全国雑誌

を見て、こういう一般質問をさせていただ

きました。 

一般質問をするに当たっては、いろいろ

な生産者の声とか、ＪＡの話を聞きながら

一般質問をしたのですけれども、美幌町の

農家戸数３４０戸を守るためにも、農業政

策の一つと提案として、農業経営収入保険

等の掛金の一部補助の提案をしましたが、

町長が今、具体的に考えるところがあれ

ば、農家に対する新しい農業政策の考え方

についてお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 結論からお話しさ

せていただければ、今、農業を営んでいる

方々に対して、こういうものをやっていき

たいと具体的に示すものは持っておりませ

ん。 

私も農家育ちでありますし、農業委員

会、経済部長もさせていただいた中で、農

家の方々とお話もさせていただいておりま

す。また、ＪＡの方々ともお話をさせてい

ただいている中で、町として今までの施策

も含めてきちんと整理をしていかなければ

ならないと思っています。 

その中で、町の財源は限られるので、ど

れを優先するか整理しないと、これはどう

でしょうかと言われても、財源がたくさん

あれば、ぜひやりたい、支援したいと言え

るのですけれど、そういう状況ではない中

においては、まずは国が進めている事業を

確実にやるとか、それから、道が進めるも

の、そして、町でこれをやらなければとい

うものをしっかり整理をしていきたいと思

っています。 

こういう方向性については、町の総合計

画とか、農協が出している今後の営農計画

などの中で方針が示されているのですけれ

ど、具体的にそれに枝葉として何かという

ことについては整理できていない部分、私

の理解が足りない部分もありますので、そ

の辺をしっかり見定めた中で、これは絶対

しなければいけないというものは示してい

きたいと思っています。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 最後に、町長が先

ほど言われた、農業者が何を望んでいるか

ということにこれからも耳を傾けて、農業

の新たな施策等に取り組んでいただきたい

と思います。 

それでは、３点目に移らせていただきま

す。 

商店街の街路灯の整備についてというこ

とで、結論から言うと、商工会議所から要

望を受けているということでありますの

で、商工会議所と十分話をし、防犯対策に

万全を期していただきたいという観点の中

で、具体的に何点かお聞きします。 

答弁の中に、平成３０年度に町が町内の

街路灯をＬＥＤ化する際、商工会議所には

商工会議所所有の商店街の街路灯のＬＥＤ

化を打診しておりましたが、工事費用負担

との関係から断念されている経過があると
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ありますが、過去の話で大変恐縮ですけれ

ども、この時点で自治会と商工会議所と町

はどのように話し合って、商工会議所から

町は無償譲渡を受け、商工会議所が工事費

の負担をしなくても平成３０年度にＬＥＤ

化の対応ができたのではないかと思います

が、現時点でどのような見解をお持ちかお

尋ねします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 平成３０年度

当時、商店街の街路灯、防犯灯を含めて約

１４０基、４００灯弱ございました。 

これを全てＬＥＤ化すると総額１億５,０

００万円になりまして、このうち取付工事

費が３分の１の補助になりますが、補助上

限がありますので補助額は５００万円ほど

になりまして、約１億円が自己負担という

ことになりますので、会議所では断念され

たのではないかと思っておりますが、町と

しては、その時点で自治会は事業主体にな

れないので、町は無償で譲渡を受けて、こ

の事業に乗っておりまして、会議所は会議

所で事業実施主体になれることから、町で

打診をして現在に至っているということで

認識をしているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 経済部長から御答

弁がありましたけれども、そういうことで

はなくて、これは結果論ですけれども、自

治会の防犯灯を町は４億７,２２６万３,０

００円でやりました。これは上限額はない

と思いますけれども、これと一緒にできな

かったのかということをお尋ねしているの

であって、商工会議所所有で事業をするの

ではなくて、なぜこの時点で無償譲渡を受

けなかったのかをお伺いしていますので、

再度お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 当時の経過につい

ては経済部長から話していただきました。 

今回、商工会議所が無償譲渡したいとい

うことに対して、今後十分に検討したいと

いう話の中で、町としては、町が譲渡を受

ければそれで全て解決するような考えに対

して、私は非常に残念に思うところがある

のです。 

実は、経済部長のときに今の街路灯改修

に私は関わりました。もともとは３灯つい

ていて、電気代を考えると３灯をつけるこ

とで本当にいいのか。電気代は町が負担し

ていて、当時は３灯のうち１灯だけで十分

に明るさをとることができた。 

ただ、商店街の方々にしてみれば、３灯

のうち２灯が切れているようだということ

で、そこにＬＥＤの容量の小さいものをつ

けて、そのまま来ているという状況なので

す。 

平成３０年度当時、町から申出したとき

に、誰がやるというよりも会議所として、

台数とか、中身を見直して、そういう事業

に乗る検討ができたのではないかと、私は

そう思っているのです。 

ですから、なぜ町が無償譲渡を受けなか

ったのかではなくて、当時そういう話があ

ったときに、再度見直しをして、どういう

形で今の灯数になっているかとか、今の設

置の仕方は商店の前に１灯建てるという立

て方なので、商店が均一になっていればい

いですけれど、均一になってなくてバラン

スの取れていないところは街路灯が三つ並

んでいたり、そういうことも含めてきちん

と考える必要があると思っております。 

ですから、今回会議所からのお話で、た

だ譲渡ではなくて、商店街の街路灯という

ことであれば、どういう形がいいかをきち

んと話した中で、ここについてはお店が存

在しなければ防犯灯にしましょう、それで

あれば町がどうするとか、それからここは

責任を持って会議所が関わってどうするか

をきちんと話すことが大事なことかなとい

うことで、今回の答弁書については、ＬＥ

Ｄ化することは、当然電気代を減少させる

という重要なことではあるのですけれど
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も、町が受けて、それで解決するというふ

うには私は思っていないということも御理

解いただきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 昨年の３月定例会

の戸澤議員の一般質問で、町の答弁では商

工会議所で管理している街路灯について、

水銀灯の製造が２０２０年で中止になるの

で、今後、商工会議所と協議していく必要

があるという答弁でありました。 

今、町長のお話を聞くと、まさしく私は

そのとおりだと思います。過去の話に戻っ

て、平成３０年度に町と商工会議所で、今

町長が言われたことの詰めがなされていな

かったのではないかと思います。 

それと、戸澤議員の一般質問でも、商工

会議所と協議していく必要があるというこ

とでありましたけれども、これについて

は、その後、今日まで協議した経過がある

のかお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） その後について

は、協議は原課もしていないと思っており

ます。 

繰り返しになりますけれども、今回の要

望の中で、町に譲渡したいという話があり

ますので、当時も蛍光灯とか水銀灯が製造

できなくなるということもあって、何らか

の解決をしなければいけないということも

あったので、今後どうするかをきちんと考

える必要があると思っています。 

ですから、調査にしても、町に投げられ

たときに、現地がわかる電気技師が見て、

バランス的にどうかとかも全部調べて、そ

れを試算して。 

でも、私が言いたいのは、それを一緒に

やって商店街を維持するのであれば、会議

所としてやることがあるのではないかとい

うことを言いたいのであって、それをしっ

かりと協力し合ってやらなければならない

と思っています。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） ぜひ、商工会議所

と細部にわたって詰めていただきたいと思

います。 

そこで、商工会議所所有の街路灯の維持

管理については、商店街が閑散としている

ところもあり、各自治会での費用負担は難

しいということでありますので、私は１１

月２８日に街路灯１４０基の現地調査をし

ました。 

その結果、日の出通、これは新町ですけ

れども、１か所、桜通４か所、仲町通３か

所、旭通３か所、有楽通、これは寿司の竹

ちゃんの前の通りです。ここが３か所、合

計で１５か所の電球が破損したままになっ

ておりました。 

夜見たときに続けて切れているところが

あり、非常に暗くて、夜間の安全対策等に

支障を来しているのではないか、そんな思

いで見たところであります。 

そこで、町長に伺います。 

電球が破損したままになっている街路灯

について、先ほど町長が言われましたけれ

ども、このままで置いておくとずっと１５

か所は切れたまま、さらにはもっと切れて

いく、水銀灯の製造もなくなるということ

がありますので、商工会議所と十分話し合

いをし、町が負担するのか、商工会議所が

負担するかなどを含めて、早急に電球が切

れているところを取り替えるべきと考えま

すが、町長の考え方をお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私も全部調査をし

てきました。どこを外すべきかとか、全部

メモをしてきました。 

それは町長というよりも、そういう業種

の技術屋ですので、今回担当の者がどうい

うふうにしたいというものを示せる状況で

もないので、一応調べてきて、その中で、

馬場議員が御指摘のとおり、商店街の街路

というよりも防犯という意味から、今まで
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は防犯を兼ねて街路灯があったのに丸々消

えて真っ暗だということについては、対策

を会議所と協議して、あとはどうするかと

いうのは、また会議所との話の中で解決を

していきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） ぜひ、商工会議所

と十分話し合って、万全な防犯対策をお願

いしたいと思います。 

それでは、最後の質問になります。 

自治会運営についてでありますけれど

も、自治会としては、町の広報や文書等の

配付を行っておりますが、少子高齢化によ

り自治会の会員数も年々減少し、自治会の

役員や班長のなり手がなく、私も自治会の

役員をやっていますけれども、非常に厳し

い状況になっております。その中で、自治

会としては、自治会に入ってよかったと思

える魅力ある自治会活動に鋭意努力してい

るところであります。 

しかし、非常に残念な町長の答弁であり

ました。 

答弁の中に、自治会が取り組む未加入者

対策などの状況を見守りながらと、これに

ついてはわかりました。 

自治会連合会、私たちもやっていますけ

れども、自治会の要請に応じて必要な対策

を検討するということで、私は非常にこの

答弁を聞いて残念な思いがしました。 

自治会連合会の事務局は住民活動担当で

担っている中で、自治会だけで解決できな

いことに対して、あるいは自治会の要請に

対して、町が対応することではなく、実際

にやられていると思うのですけれども、自

治会は自治会で、自治会連合会も魅力ある

自治会活動をするためにどうするか考えま

すけれども、私は今までどおり町と各自治

会が一緒になって、自治会活動を推進する

べきだと考えますが、改めて町長の考え方

をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、答弁した中

でこだわらせていただくのは、今後も自治

会が自ら取り組む、それから、自治会の要

請に応じてという、ここにはこだわらせて

いただきました。 

それはなぜかといいますと、私どもが知

らないということではないです。 

間違えてはいけないのは、自治会自体が

どういう形で成り立ってきたかというとこ

ろに、行政側がこうするということではな

いと思うのです。何か行政が行うものの請

負いを自治会がやるということではないと

私はもともと思っています。 

私も自治会活動をやってきた中で、その

コミュニティーをどうするかということに

なったときに、自分たちがどうしていきた

いか。 

今回うれしかったのは、市街地、農村地

区の４ブロックと２ブロックで懇談をさせ

ていただきました。今までは年２回、大き

い形でやっていたものを細分化した。 

それから、自治会の役員の中心になって

いる方々と何回かお話しをする機会があっ

て、私どもで関われるのはこういうふうに

考えていますということは言えると思うの

ですけれど、どうしたいかはあくまでも自

治会、それから自治会連合会がきちんと示

す。だから、全く何もしないということで

はないです。 

この違いをしっかり持っていただかない

と、私は自治会活動をやられている方に失

礼だと思って、あえてこういう答弁をさせ

ていただいていますので、真意を何とか御

理解いただきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 答弁を見るとそう

感じていましたので、そうではないことは

理解いたしました。 

ぜひ、これからも自治会活動について鋭

意努力しますので、一緒に進めてまいりた

いと考えます。 
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これで一般質問を終わります。 

○議長（大原 昇君） これで、７番馬場

博美さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１４時４０分といたします。 

午後 ２時３０分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時４０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

９番藤原公一さん。 

○９番（藤原公一君）〔登壇〕 ただい

ま、議長のお許しをいただきましたので、

さきに通告しております大きく２点質問さ

せていただきます。 

まず最初に、森林整備の現状についてで

あります。 

１番目、美幌町における町有林事業の今

後について。 

美幌町の直営林地面積は、令和２年度各

会計予算参考資料では９５３ヘクタールと

あり、施業内容は、直営と委託での植付け

や下刈り立ち木調査、除間伐、作業道など

の整備も行っております。 

町有林を所有している理由も、水源地確

保や環境保全、豊かな海等に役に立ってい

るとの理解をしておりますが、町有林の取

得と森林整備のための間伐や全伐などは何

を基準に行うかなど、学校林を含め、どの

ような森林計画を立てておられるのかお伺

いいたします。 

二つ目、森林環境譲与税の活用につい

て。 

美幌町ホームページには、森林環境譲与

税の活用に向けた基本方針として、当面５

年間の考え方として、平成３１年度から令

和５年度までの森林整備やその促進につな

がる取組を計画的かつ効果的に進めますと

あります。 

森林環境譲与税が導入されて２年がた

ち、この目的として森林整備の推進、人材

育成・担い手確保、木材利用の促進、普及

啓発とありますが、森林環境譲与税を活用

した事業の現在の取組状況をお伺いいたし

ます。 

大きな２番目、自治体におけるＳＤＧｓ

政策について。 

つながりポイントの導入について。 

昨年９月、ＳＤＧｓ関連の一般質問をさ

せていただきましたが、今回の新型コロナ

の感染拡大によって、ＳＤＧｓがリスク管

理でも機能することが再認識されており、

予期せぬ世界危機が身近に影響を与える時

代に、ＳＤＧｓが果たす羅針盤機能をどう

生かすべきか問われております。 

地方創生を取り巻く、まち・ひと・しご

と全てに関連し、美幌町においても、ま

ち・ひと・しごと創生基本方針にＳＤＧｓ

が導入され、報道やテレビにおいてもＳＤ

Ｇｓの認識が高まりつつあり、誰一人取り

残さないの精神が今注目を集めておりま

す。 

今後は、人と人や地域と人のつながり、

住み続けられるまちづくりが重要になりま

す。 

そこで、神奈川県小田原市が取り組んで

いるＳＤＧｓ体験事業である「つながりポ

イント」の導入を参考に質問させていただ

きます。 

小田原市では、市独自にまちのコインと

いうアプリを使い、ポイントとして「おだ

ちん」のやり取りをしております。 

具体的には、イベントに参加したり、地

域のごみ拾いなどをするとおだちんが付与

され、これらを利用して割引が受けられま

す。 

大空町でも、湖畔の清掃に参加すると地

域ポイントが付与されると伺っておりま

す。 

美幌町も商店街の地域ポイントカードや

町で実施している健康マイレージなどもあ

りますが、一つにまとめ、町民が利用しや

すいつながりポイント導入の考えについて
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お伺いいたします。 

以上、御答弁よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 藤原議員

の御質問に答弁いたします。 

森林整備の現状について。 

１点目の美幌町における町有林事業の今

後についてでありますが、町が管理してい

る森林面積につきましては、直営林９５３

ヘクタール、学校林９９ヘクタール、計１,

０５２ヘクタールとなっております。 

町では、この森林を対象として、森林の

施業及び保護について作成する森林経営計

画に基づき、計画的な森林の施業と適切な

森林の保護に努めております。 

御質問の町有林の取得につきましては、

企業様から御寄附をいただき、町有林の伐

採跡地へ植林・整備を行う企業の森林づく

り事業に、多くの企業様から御支援をいた

だいていることから、町有林内で伐採跡地

が不足する場合に、植林されず放置されて

いる山林を取得し植林を行ってきておりま

す。 

次に、間伐などの基準でありますが、基

本的な施業時期は森林の条件にもよります

が、カラマツで申し上げますと、造林から

下刈り期間が４年間、枝打ちが１１年生、

保育間伐が１１年生、間伐が１７年生から

約７年間隔で３回、主伐が４５年生を基本

として、森林経営計画において実施計画を

策定しております。 

今後とも森林経営計画に基づき、適切な

町有林の施業及び保護に努めてまいりたい

と考えておりますので、御理解をお願いい

たします。 

次に、２点目の森林環境譲与税の活用に

ついてでありますが、市町村における森林

環境譲与税の使途につきましては、森林整

備や人材育成・担い手の確保、木材の利用

促進や普及啓発等の森林整備及びその促進

に関する費用に充てることとされておりま

す。 

このことから、本年９月議会定例会にお

きまして、森林環境整備補助事業として補

正予算をお認めいただき、事業をスタート

させたところであります。 

具体的には、枝打ち、保育間伐、間伐の

３施業種に林道などの除雪費、さらに、Ｆ

ＳＣ認証林を対象とした上乗せ補助をする

こととし、あわせて、事業の平準化をする

ことにより、担い手及び冬期間における雇

用の確保を図ることを目的として事業を進

めております。 

また、円滑な事業実施と事業量を把握す

るため、対象となる事業所に対し、本事業

を活用する場合には森林環境整備事業実施

計画書の提出が必要となる旨の通知を発送

し、あわせて、森林組合員４７４名の方に

対し、補助制度概要文書を発送し、周知を

図っているところであります。 

今後につきましても、森林環境譲与税を

活用した森林環境整備補助事業を実施する

ことで、適切な民有林の森林整備を促進し

てまいりたいと考えておりますので、御理

解をお願いいたします。 

次に、自治体におけるＳＤＧｓ政策につ

いてでありますが、つながりポイントは、

ＳＤＧｓ先進県であります神奈川県が主体

となり実施しており、現在、小田原市で導

入され、鎌倉市でも実証実験が終了してい

る段階と認識しております。 

つながりポイント事業は、ＳＤＧｓの達

成に向けて、地域の社会的課題の解決を図

る活動に、ポイントを通じて、住民、店

舗、企業の直接・間接的な参加を促し、地

域活性化とＳＤＧｓの自分ごと化を図るこ

とを目的としており、コミュニティー通貨

である「まちのコイン」でポイントのやり

取りを行うことにより、人と人をつなぐ、

地域と人をつなぐ、地域をよくしたい思い

をつなぐというコンセプトの下、運用され

ております。 

御質問のつながりポイントの導入の考え
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方についてですが、神奈川県が進めており

ますつながりポイントは、まちのコインと

いうアプリをダウンロードし、まちのコイ

ンに加盟しているお店やスポットでＱＲコ

ードを見つけチェックインするなど、ゲー

ム感覚で取り組めるというメリットがある

ようです。 

本町におきましては、現在、協同組合ス

マッピーカードびほろが実施しております

ポイントカード事業と町が実施している健

康マイレージ事業、また、現在検討中では

ありますが、社会福祉協議会が実施を計画

しております福祉ボランティア活動に対す

るポイント事業と、それぞれの分野で運用

をしてきている状況にあり、これらを一つ

にまとめることのメリットも考えられます

が、つながりポイントは、まちのコインの

アプリをダウンロードし、アプリ上でコイ

ンのやり取りをするということで、御高齢

の方には非常にハードルが高いシステムと

考えております。 

また、導入には多額の費用がかかること

や、スマッピーカードにつきましては、平

成２９年度に約２,９００万円をかけ機器の

更新を行っていることからも、現時点では

つながりポイントを導入する考えはありま

せんので、御理解をお願いいたします。 

以上、答弁をいたしましたので、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） それでは、町有林

事業の今後についてから再質問をさせてい

ただきたいと思います。 

森林環境譲与税の活用と内容がかぶる部

分もあると思いますので、町有林の話と環

境譲与税を分けずに再質問させていただき

たいと思います。 

まず、答弁では町有林の取得につきまし

ては、企業様からの御寄附をいただき、町

有林の伐採跡地へ植林・整備を行う企業の

森林づくり事業に多くの企業様から御支援

をいただいているとのことですけれども、

具体的にどのような木を今まで植えてきた

のかお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 平成２７

年度からのデータでありますけれども、具

体的には平成２７年度から平成３１年度ま

でがカラマツ、３１年度は、あいおいの森

という保険会社からも御寄附をいただいた

ので、そこはカラマツではなくシラカバを

植林しております。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） シラカバを植えた

面積か、本数がわかればお教えいただけれ

ばと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） シラカバ

の本数でありますけれども、面積は今把握

しておりませんが、本数は４,６１４本のシ

ラカバを植林しております。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 私は先日、美幌町

未来の森林づくり、恵和会みらいの森、自

動車リサイクルの森、サミットの森が古梅

の林道沿いにあるという看板を発見しまし

て、拝見させていただきました。 

林道沿いを歩いてみて、ピンクテープを

つけられている苗木が、今までに植えられ

たものかと思うのですけれど、それでよろ

しいですか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） ピンクの

テープをつけているのは、下刈りのときに

見えなくなるので、プロの方がやりますけ

れども、事前にピンクテープをつけていた

だいて、苗木を損傷させないようにしてい

るものです。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） そこだけに植えら
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れている木が今回植林された木と考えてよ

ろしいでしょうか。 

また、あの辺の看板から入っていったと

ころが植林事業をしている山と考えてよろ

しいですか。違う山もあるのですか。 

勉強不足ですみません。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 藤原議員

が御覧になった山もそうですけれども、ほ

かには登栄もありますし、美和にもありま

すし、日並にも企業の森林として植林して

いるところはございます。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 先ほど、平成２７

年度から３１年度までカラマツを主として

植えて、昨年、シラカバを植えたというこ

とで、森としては針葉樹ではなく広葉樹も

植えることはすばらしい取組だと思いまし

た。 

今後の話ですけれど、今回の森林事業

で、町民参加の植樹を考えていないのかお

伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 答弁させてい

ただきましたが、現在のところ町としては

企業の森林づくり事業という形で実施して

おります。 

また、町民参加型ということであります

と、赤ちゃん植樹ということで、お子さん

が生まれたときにみどりの村で事業を実施

しております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 美幌には桜の名所

をつくる会があるので、共同で山に桜の木

を植えれば桜の名所がつくれるのではない

かという思いで質問をさせていただきまし

た。 

今後、町民も一緒になって、森林のこ

と、また環境譲与税も町民一人一人から今

後１,０００円の負担をしていただくとお伺

いしておりますので、今後そういう計画が

ないのかお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 企業の森林につき

ましては、今まで、個人、それから企業か

ら寄附をいただいております。 

その中で、始まったときはどちらかとい

うとカラマツで、今は藤原議員がおっしゃ

ったように広葉樹を、ＳＤＧｓというか、

多種多様なシラカバとか、ドングリの木と

か、そういうものを植えていただきたいと

いう企業が近年多くなってきて、カラマツ

一辺倒の考え方は少しずつ減りつつあると

思っています。 

また、国の施策の中でいけば、混合林を

つくるという内容を示されております。 

基本的には、企業から管理料も含めてい

ただいて、全部を企業の方が植えられるわ

けではなく、その中で、自分たちで植えた

いという方が来て、企業が関わって植えて

いく部分と、今言ったように、相手の企業

なり、それから個人の方からオーケーをい

ただければ、町民の方が関わってもらうこ

とは可能かと思っています。 

そういう意味では、しっかりと町民の

方々も関わっていただくような森林づくり

を今後は進めなければならないと考えてお

ります。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 町長からあったよ

うに、町民参加の森林づくりが今後大事に

なってくるのではないかと思います。 

もう一つ、町保有の部分で答弁をいただ

きたいのですけれど、町保有で保安林があ

ると思います。保安林の中に風倒木がある

のをたまに目にしますけれども、保安林の

管理で、倒木調査などを年間どのぐらいの

頻度でされて、倒木への対処の方法はどの

ようにされているのかお伺いしたいと思い

ます。 
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○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 具体的に

は、倒木調査はなかなかできていないのが

現状でして、地先の方から御連絡をいただ

いたり、ほかの部局からも情報提供をいた

だきながら、その中で、畑のほうに倒れそ

うな木、下枝が農作物に日陰をつくるよう

な部分もあるので、倒木の処理をしたり、

枝払いをしたりしています。 

保安林は、御承知のように簡単には切れ

ないものですから、北海道への保安林を伐

採する場合の手続があったりして、なかな

かハードルが高い森林なものですから、最

低限の手入れを含めて管理をしておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 答弁書について質

問をさせていただきたいと思うのですけれ

ども、町有林内で伐採跡地が不足する場合

に、植林されずに放置されている山林を取

得し、植林を行ってきておりますとの御答

弁がありました。 

この中で、山林の後継者がいなければ、

町で山を買い、そこに植林をするという捉

え方をしてしまうのですけれども、後継者

がいない民有林を町で管理するとか、町で

山を買って、そこで植林をしているという

捉え方をしてしまうのですけれども、その

ような捉え方でよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 答弁書にも書

きましたが、企業の森林づくりを行うに当

たって、現在は町有林内で伐採した後に植

えることを基本としておりますが、そのよ

うな場所、町有林内も多くの企業様から御

支援をいただいておりますので、不足する

ようなことが生じた際には放置されている

山林があれば、そこを求めているというこ

とでありますので、必ずしも、個人の方が

管理できなくなったからといって、町がそ

こを買い上げて植林をするというものでは

ございませんので、御理解をいただきたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 森林事業の関係で

もう一つ質問させていただきたいと思うの

ですけれども、森林事業に革命的な技術が

開発されております。 

当然御存じだと思いますけれども、３Ｄ

レーザースキャナーというものがありまし

て、それを用いて森林の資源情報を３Ｄ地

形図として取得し、樹木に関するデータ、

傾斜や水たまり、風倒木の位置などが正確

に把握できる新技術があります。 

今後、この環境譲与税を利用して取り入

れる計画はないのか、お伺いしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 環境譲与

税につきましては、答弁書にも書きました

とおり、枝打ち、保育間伐、間伐、除雪、

その後、ＦＳＣの森林認証の上乗せ補助と

いうことで、現段階では本税に代わる令和

５年度までの中で、その中で事業を進めて

いこうとしておりまして、まず、法律の趣

旨に基づいて、森林整備を優先していきた

いと考えておりまして、３Ｄの機器も非常

に魅力的ではありますけれども、現段階で

は森林整備にシフトを置いて進めていきた

いと考えております。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 森林は、農業と違

い単年度収入がすごく厳しくて、１本の木

が成長するには、答弁でもありましたけれ

ども、４５年以上費やしてしまうというの

が木材であります。 

自分が木を植えても、成長するまで見届

けることが難しく、子供の代とか、孫の代

になってしまうと思います。 

そこで、担い手不足の問題になりますけ

れども、教育長にお伺いしたいと思いま
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す。 

学校林が９９ヘクタールあります。 

それを利用して、森林環境教育に関して

学校ではどのように授業をされているのか

お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまのお尋

ねでございますが、授業で取り組んでいる

内容といたしましては、美幌中学校２年生

に対しまして、植林だとか、枝打ち等の作

業を行っているという状況でございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 学校で言えば、少

し前までは農業高校に林業科があって、木

についての授業を多くやっておりました。 

そこで、再度教育長に質問したいと思う

のですけれども、旭川に北海道立北の森づ

くり専門学院が開設されました。 

美幌高校には、道立北の森づくり専門学

院に進学される生徒はいるのかお伺いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 現時点の状況で

ございますけれども、美幌高校では、現時

点では進学を希望されてる方はいないとお

聞きしております。 

今後については、当然のことながら把握

していない状況であります。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 旭川にいい施設が

できたと思っております。 

先ほどの人材育成、担い手を含めて、今

後、北の森づくり専門学院に美幌町から進

学して、地元に戻ってもらうという制度づ

くりが大事になるのではないかと思ってお

ります。 

そこで、もし進学される方がいれば、例

えば、無償で奨学金を出して、美幌町に帰

ってきて勤めてもらうという制度ができれ

ば、林業に対する後継者が確保できるので

はないかと思うのですけれども、その辺の

考えがないかお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 奨学金の関係で

ございますが、町で運用しております奨学

金は、学校教育法には定められている専門

学校であれば対象になります。 

しかしながら、議員がおっしゃっている

北の森づくり専門学院が該当する学校かど

うかは情報を持ち合わせていない状況であ

りますので、よろしくお願いします。 

また、今後対象となるかどうかにつきま

しては、今後の状況を見ながら検討してい

きたいと思っておりますので、よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 私が高校生のと

き、プロ野球選手がバットで使用している

アオダモの木が枯渇しつつあるということ

で、新冠町の話ですけれども、アオダモを

植えるプロジェクトがあったのを記憶して

おります。 

私が高校生のときの話なので、今、プロ

野球選手が使っているバットはその頃に植

えた木ではないかと想像しております。 

今の中学生は植林授業をしているという

ことだったので、そういう植林授業の経験

から、老後に木が成長して立派になったこ

とが感じられると思いますので、小学校、

高校でそういう教育をしていただいて、林

業従事者が１人でも多く増えればいいと思

っております。 

そして、美幌町は面積の６割が森林であ

ります。緑豊かな森林をつくるには、いろ

いろな付加価値をつけることも大事だと思

いますけれども、紅葉を楽しめるような森

林づくりを今後ともしていただければと思

います。 

次の質問に移らせていただきたいと思い
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ます。 

自治体のＳＤＧｓ政策について再質問を

させていただきます。 

現時点ではつながりポイントの導入はあ

りませんとのことで、ポイント制度につい

て否定的と感じているのですけれども、今

後、町として、人と人、人と地域をつなぐ

施策があればお教えいただければと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） 先ほどのつなが

りポイントにつきましては、答弁のとおり

高齢者等のハードルが高い、費用の問題も

あるということで、導入を考えていないと

御答弁させていただいたところでございま

すが、町におきましては、持続可能なまち

づくりを実現するためということで、本年

３月に策定しました第２期美幌町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略において、様々な

場面でＳＤＧｓの考え方を取り入れなが

ら、取り組んでいるところでございます。 

具体的には、それぞれ計画書にもありま

すとおり、該当する項目を載せております

ので、まずは、この考え方を進めていきた

いと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 町長の重点政策の

中の美幌町の活力を高め、次代につなげる

まちづくり、この中にスマッピーカード町

内消費拡大支援事業があります。 

商工業の振興、施策の内容にはスマッピ

ーカードによる消費拡大支援を行い、商店

街の活性化を進めますとあります。 

町長の重点政策の今後についてですけれ

ども、この部分についてどのように進める

のか、関連しますので御答弁をお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） スマッピーカード

の利用については、もともとは商店の振興

の中での考え方で、途中の更新も含めて継

続していただいております。 

そのカードが持つ可能性に対して、今回

答弁させていただいていますけれども、今

は、ポイントをつけて商工に関わってい

る。まだ福祉とか、ほかのことに関われる

のではないかという考えを持っています。 

ですから、まずはその広がりをしっかり

させていただきたいと思っております。 

実際に、つながりポイントについて担当

で調べた中でいけば、カードを持っている

方がごく一部なのです。 

逆に考えますと、スマッピーカードはど

ういう方々が持っているか、ホルダー数と

いう言い方をすれば、約８,８９７名が持っ

ている形になるのです。 

この活用をしっかり考えていけば、今回

御提案のつながりポイントではなかなか難

しいですけれど、答弁させていただいたと

おり、可能性はすごく出てくる。 

あとは、そういう調整がしっかりできる

か、それと、先に基礎としてやらなければ

いけないものはやってからでないと、まと

めたことによってごちゃごちゃになること

も懸念されるので、その辺は今後可能な部

分でやっていけるものはやっていきたいと

いう私の思いであります。 

そういうふうに今回の施策の中では整理

をさせていただいております。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 今回のスマッピー

カードも、官民を連携させて、ポイント制

度は消費拡大に役に立つものだと思ってお

ります。 

商店街と地域住民をつなげるという施策

でも、今回の小田原市のつながりポイント

は紹介した中ではいいものだと思っており

ます。 

今回のつながりポイントは、アプリの導

入という部分で、答弁書にも導入の考えは

ないと言われていると思うのですけれど



 

－ 43 － 

も、アプリの導入がなくても、町長に答弁

していただいておりますけれども、スマッ

ピーカードに統合するという部分もあるの

ではないかと思っております。 

ちなみに、大空町はそらっきーカードが

ありまして、そこに湖畔で清掃をしたとき

にボランティアポイントが加算されるよう

になっております。 

私の提案のポイント制は、町長の政策に

一石二鳥も三鳥にもつながる提案だと思い

ます。今後、スマッピーカードの統合につ

いて検討の余地はないのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほど答弁したと

おり、私はカードの秘める可能性は多くあ

ると思っています。 

今後、今のカードの形で進んでいけるか

ということも含めて、町では当時約３,００

０万円の事業費で、いろいろな補助金をい

ただいたりして更新をしている状況であり

ますので、しっかりとその辺の利用につい

ても、今後、関係するところと協議をしな

がら、広がりを持たせるような努力をして

いきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 昨年６月の一般質

問において、ＳＤＧｓについて質問いたし

ました。 

その答弁の中に、ＳＤＧｓの推進に当た

りましては、町民や企業、地域団体、ＮＰ

Ｏ、教育機関など広範で多様な主体と行政

が連携し、幅広い分野で地域で様々な取組

の展開が欠かせないものであるから、広報

等を通じて積極的な普及啓発を行うととも

に、今後とも持続可能なまちづくりを実現

するために様々な場面でＳＤＧｓの考え方

を取り入れながら進めていきたいとの答弁

でありました。 

それから１年以上がたちます。 

現在まで、美幌町としてＳＤＧｓの普及

を含め、今後の取組はどのように計画をさ

れているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策主幹。 

○政策主幹（後藤秀人君） ただいまの御

質問ですけれども、ＳＤＧｓの本町の取組

といたしましては、まずワークショップを

本町で２０２０年２月４日に開催しており

ます。 

企業の方を含め、相当数の方が参加され

て、最初にＳＤＧｓとはという話から始ま

りまして２部構成で、２部につきまして

は、参加者がＳＤＧｓの可能性についてワ

ークショップをしたという流れになってお

ります。 

その後、ＳＤＧｓの可能性という部分

で、担当でもいろいろと取り組むというこ

とで考えて、今も検討中ではあるのですけ

れども、ＳＤＧｓ自体が国際レベルとか国

レベルのもので策定されている部分があり

ますので、それを地域の課題に落とし込む

作業が必要になってくると考えておりま

す。 

その分析を十分やった上で、町民の生活

とＳＤＧｓをどのようにうまくつなげられ

るか、町として明確な考え方を持たないう

ちに発信するのは危険だと今は考えており

ます。 

また、コロナ禍の中で、議員御指摘のと

おりＳＤＧｓはニュース等でも宣伝されて

きておりますので、来年度に向けて本町と

しての取組を、道の計画も出ておりますの

で、その辺との絡みも合わせて、本町の考

え方を整理して、町民に対して発信してい

きたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番藤原公一さ

ん。 

○９番（藤原公一君） 冒頭にも質問して

おりますけれども、今後、ＳＤＧｓの考え

方が広く町民に行き渡っていくことと思い

ます。 

多分、今までやっている当たり前のこと
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がＳＤＧｓの精神に当たっていくのではな

いかと思います。今後ＳＤＧｓの考えがど

んどん普及されると思います。 

ＳＤＧｓの１１番目にありますけれど

も、住み続けられるまちづくりというのが

町民一人一人の思いだと思っております。 

美幌町民が誰一人取り残されることがな

いように、行政側も町民一人一人に接して

ほしいと願い、私の質問を終わりたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） これで、９番藤原

公一さんの一般質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終わります。 

──────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本日の日

程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

御苦労さまでした。 

 

午後 ３時２０分 散会   
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